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ま え が き

古くから紀州木の国といわれ、県土の77％が森林でおおわれている和歌山県は、林木の成育に

適した温暖多雨な気象条件のもとで、主に山村地域の人々による林業生産活動が活発に行われ、

豊かな森林を育んできました。

本県の民有林人工林蓄積は、現在全国屈指の資源量を誇っています。これらの資源を有効に活

用するためには、木材の生産から流通に至る過程の整備を図ることが必要です。そのために、生

産地においては、林業生産基盤整備や高性能林業機械導入等による林業牛津性の向上に努めると

ともに、適切な森林整備を、また、需要地においては木材の利用推進を図るための「木の国プロ
ジェクト」を推進していくことが緊要です。

県土の63％を占める山村地域は、従来から農林産物の供給、水資源のかん養、県土保全等の重

要な機能や、すぐれた自然・森林文化を形成し、県民生活に大きな潤いを与えてきましたが、山

村と都市の交流等都市住民の要請は、一段と高まり、山村の役割はますます重要となってきてい
ます。

平成10年６月、内閣に設置された地球温暖化対策推進本部において決定された「地球温暖化対

策推進大綱」では、平成22年に向けて我が国が緊急に推進すべき地球温暖化対策の一環として、
二酸化炭素の排出削減のた．めの木材利用や二酸化炭素の吸収源対策としての森林の整備を他の対

策と併せて推進していくこととされています。すなわち、「大気→森林→木材（リサイクル、多

段階利用により繰り返し利用）→大気」という炭素の循環を不断に機能させ、森林・木材を活用
した循環型の経済社会の構築に向けて取り組むことが求められている現状であります。

このように、森林・林業及び山村に対し多様化する要請に応えていくためには、現状を正確に

把握し、有効に施策を展開することが必要です。

本書は本県の森林・林業や木材生産及び山村の現状を図表等により、わかりやすく集録したも
のです。林業関係者はじめ各方面の方々に広く活用していただき、有効な森林整備、林業・林産

業の振興と山村地域の発展の一助にしていただければ幸いと存じます。

､ …

…

農林水産部長島本隆生
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和歌山県管内図（森林計画配置図）
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Ｉ 森 林 資 源
１．森林資源

ポイント
・本県の森林面積（平成11年４月現在）は、363,930ha
・県土総面穣472,456ha(平成９年10月現在、国土地理院）の77%
・民有林面積は344,926haで、森林面積の95%
国有林面積は19,004haで、森林面積の５%

・民有林の蓄積は83,777千㎡で、年平均1,637千㎡の生長量

土地利用の状況
(平成11年４月現在）

林 野 面 積
(平成11年４月現在）

-

単位？ｈａ 単位;ha

<民有林の森林資源＞
民有林のうち地域森林計画対象森林は344,394ha、対象森林は532ha

ー

民有林面積の内訳
（平成11年４月現在）

民有林蓄積の内訳
（平成11年４月現在）

単位:ha 単位：千㎡

資料：林業振興課業務資料

- １ -



<市町村別林野率〉
市町村別林野率で85％以上は本宮町をはじめ県南部を中心に15町村に及ぶ。
また、５０%未満は、和歌山市をはじめ、紀北に多く位置する。

市 町 村 別 林 野 率

橋橋
本
市鄙野口町か
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町
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町
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岩
出
町 庭幽町庭幽町

和歌山市

高野町志川町志) 桃山町町

県平均７７％野
上
町

美里町美里町海南市 …
花花園涌

下津町
吉
備
町

蒲那晒有田市
金屋町町

謬藺テ

笛灘鰯|町 美幽瀞美幽瀞
龍建赫 ﾖﾋ幽赫

町

望》識
古向日

龍種瀞川辺町川辺町川辺町川辺
御
防

節罰子〃;南部南部川村印ﾛ南町ﾛ南町
黍宮町町東辺路町

、》部町町(、田辺市田辺田辺市
熊割熊割 I I "

塞 涌
凡 例
林野率85％以上
75～85％未満
65～75％未満
50～65％未満
50％未満

新宮市新宮市_t宣田町

■回鰯剛□
白浜町瀕圓酬個 3鱈勝浦町

闘座Ⅲ|町

… 訂… 訂
太地町

古座町

串本町

舎費
資料：林業振興課業務資料
注：１林野率＝森林面積／県土面積×100

２林野面積は平成11年４月１日現在
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<民有林年間成長量＞

民 有 林 年 間 成 長 量
単位：㎡
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､ -

制 限 林 人 工 林 4 7 0 , 3 9 2 7 6 , 5 0 3 2 1 0 , 1 0 2 1 8 3 , 7 8 7

天 然 林 6 0 , 8 3 9 8 , 0 6 1 2 2 , 4 6 5 3 0 , 3 1 3
資料：林業振興課業務資料

<機能別の森林面積〉
本県の地域森林計miの対象となる民有林を森林機能別に区分し、その機能発揮に努めている。

機 能 別 森 林 面 積
(単位:ha)

、…

資料：林業振興課業務涜料（森林法第５条に定める地域森林計画対象森林についての数値）

- ３ -

区 分 総 数 紀 北 紀 中 紀 南

木材等生産機能 306,954 53,037 93,250 160,667

水源かん養機能 157,712 23,406 51,949 82,357

山地災害防止機能 96,483 13,459 34,070 48,954

生活環境保全機能 22,268 18,806 986 2,476

保 健 文 化 機 能 41,652 13,927 10,579 17,146



２．人工林の現状

ポイント
・人工林面積210,066ha、人工林率61%。
・人工林蓄積は、64,721千nf
・人工林樹種別構成(面積)は､スギが43％､ヒノキが54％､その他３％である。
・齢級構成では、８齢級（36～40年生）がピークを示している。

人工林樹種別構成（面積及び材積）
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<市町村別人工林率＞
市町村別人工林率で60％以上は龍神村をはじめ21町村に及び、中でも70％以上は11町村となっ

ている。

市 町 村 別 人 工 林 率
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本宮町宮町東廼路町

ー 部町 田辺市
熊野川町熊野｝野川町

表塔涌
新宮市凡 例

I■■目人工林率70%以上
唾璽60̅ 70%未満
鰯50̅60%未満
M30̅50%未満
に．30%未満

：癌 田 町

那智勝浦町那智勝浦町勝浦町浦町白浜町

古座川古座川町古座川古座川町古座jl

すさみ町すさみ町
太地町

古座町

串本町

帥
f料：林業振興課業務資料（地域森林計画対象森林）
注：１人工林率＝人工林面積／森林面積×100

２人工林面積は平成11年４月１日現在
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<民有林人工林齢級構成〉

民 有 林 人 工 林 齢 級 構 成
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<民有林人工林の齢級別面積の変動(昭和51年との比較)〉

民 有 林 人 工 林 の 齢 級 別 面 積
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資料；林業振興課業務資料
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３．天然林の現状

ポイント
･天然林面積は129,586haで、民有林のうち38%を占める。
･天然林蓄積は、19,056千㎡。
･天然林の内訳は、広葉樹が93％、マツが６％、その他針葉樹が１％である。

天 然 林 資 源 状 況

皿 広 葉 樹 園 マ ツ 園その他針葉樹

7.8141,108
ｰ

単 位 h a
(93.1%）

民有林天然林齢級構成

＝ h a
3 皿

『--ー･ロー‘ｐ

ｒｐ･-．■ロ｡､ﾛ■

豊錘恋

2皿０

面
菰

９ ０ ０.窟．......､可̅̅ ‘.̅ ...．'......̅ -
０ ０

０ 句 Ｉ Ｉ

ｆ罰；雪息援｜■ の

1 岬

,乢〆 』０ ｒ

曽
厘
什

函Ｃ樟の牌、』司胃のｰ 函 単 心 《 九 ｍ ̅ ｡ 、 の ぢ 旨 届 届 匡 勗

齢級

資料：林業振興課業務資料
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４．森林の公益的機能

ポイント
・森林は木材生産のほか､多様な森林機能を有し､県民生活に大きく貢献している。
・森林公益的機能は、水源かん養機能、酸素供給大気浄化機能、保健休養機能
等である。

・森林の持つ公益的機能を計量化すると平成８年には、年額6,577億円の効果を
県民にもたらしていると評価される。

<森林機能の種類＞
･森林機能の計量するため、森林機能を下記の６種の機能から評価したものである。

酸素供給・大気浄化機能保健休養機能水源かん養機能
野生鳥獣保謹機能土砂流出防止機能土砂崩壊防止機能

ー

森林の公益的機能の評価額（和歌山県）
（平成８年度調査）

錘
能

蕊

報
輯く

職函
？

鯖鯖職職、、、
和歌山県の森林の評価額

＄尋.物､み

６，５７７億円
ｰ

'1’

11

１

勘葆餓縫錘
瀦驚篭 ﾀ、

爵

資料：林業振興課業務質料 単位：億円

【参考】
全国の森林の評価額としては、
酸素供給・大気浄化機能
水源かん養機能
土砂流出防止機能

林野庁が平成３年時点で年額約39兆２千億円と試算している。
184 ,200億円保健休養機能76,700億円
42,600億円野生鳥獣保護機能6,900億円
79,800億円土砂崩壊防止機能1,800億円
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５．森林計画

ポイント
･森林計画制度は、長期的視野に基づき、全国レベル、地域レベル等の各段階
において、各事業の計画量や施業方法等を系統的に定めるシステム。

<森林計画制度の体系＞

森林資源に関する基本計画
並びに重要な林産物の需要及び供給に関する長期の見通し

林業基本法第１０条の規定に基づき政府がたてる計画

’
Ｉ森林整備事業計画
｜森林法第４条の規定に基づき、
｜造林、林道等の事業量等に関し、
Ｉ農林水産大臣が閣議決定を経て、
：５年ごとにたてる５年間の計画

ロ。０．９０■。。・９■ｇ
・■＆日凸■・■’

一

全国森林計画
森林法第４条の規定に基づき、
基本計画及び長期の見通しに即し、
農林水産大臣が全国の森林について
５年ごとにたてる１５年間の計画

ー

民有林 国有林
国有林の地域別の森林計画
森林法第７条の２の規定に基づき、森
林管理局長が全国森林計画に即し、国
有林ついて５年ごとにたてる１０年間
の計画

県内３つの森林計画区で計画
紀北地域森林計画区
紀中地域森林計画区
紀南地域森林計画区

|麹業管翼計画’施業管理計画
ー

県内５０の全市町村で計画

- ９ -

地域森林計画
森林法第５条の規定に基づき、都道府
県知事が全国森林計画に即し、民有林
について５年ごとにたてる１０年間の
計画

市町村森林整備計画
市町村が森林法第１０条の５の規定に基づき、
当該市町村内の地域森林計画の対象となってい
る民有林について５年ごとにたてる１０年間の
計画

特定森林施業計画
森林法第１８条の２に基づき、特定施業森林区域内に存する森林の所有者が、
複層林施業又は長伐期施業を推進するため５年を１期として作成し、森林の所
在地の属する市町村長の認定を受ける計画。
施業計画の種類

・単独、数人共同・特定広葉樹育成
森林施業計画
森林法１１条又は１８条の規定に基づき、森林所有者が自発的にその所有に係
る森林につき５年を１期として作成し、森林の所在地の属する市町村長認定を
受ける計画。
施業計画の種類

･属人森林施業計画・一般森林施業計画・団地共同森林施業計画



ワ

6．森林施業計画

ポイント
・森林施業計画は伐採や造林・保育等の計画的な推進。
・森林施業計画の認定面積の累計は平成９年度で民有林（県有林を除く）の
７４％にあたる254,721haである。
・平成９年度の実績は、属地森林計画が41,486ha、

属人森林計画が６,856ha、

森 林 施 業 計 画 認 定 累 計
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７．流域管理システム

ポイント
・森林を管理する上で合理的な地域の広がりである｢流域｣を基本単位とする。
・流域内の市町村、森林・林業、木材産業関係者等の合意形成の下に、木材
の生産・加工・流通各部門の連携による民有林・国有林を一体とした森林
整備と国産材供給体制を整備。

◎流域における合意形成を図る場として、「流域林業活性化センター」及びセンターの下に
域林業活性化協議会｣、「専門部会」を設置。

◎森林・林業関係者の合意の下で「流域林業活性化基本方針」及び「活性化実施計画」を策
その具現化に向けた取組みを推進。
和歌山県における取組み

｢流

を策定し、

ー
･和歌山県の流域は、紀北、紀中、紀南の３流域である。
･平成３年度から平成６年度までに各流域で流域林業活性化センターを設立し、活
性化基本方針を策定した。活性化実施計画書は、平成７～９年度に策定した。
･紀中流域､紀南流域は先導的流域恥の流域のモデルとなる流域)に選定されている。

和歌山県各流域の概要
■'■■一q■■Ｑ■ＢＩ■■■■ローーロ■■ーーーⅡ■‘■ーーーﾛ■■■唾一■■“ - ｰ q■ I■ '■■ '口ロー■Ｐ--------- .■ '■q■q■q■q■｡■旬

I(紀北流域林業活性化センター）
ｉセンターの設立平成6年９月16日
Ｉセンター事務局海草振興局農林水産振興部林務課内；
｜ 活 性 化 協 議 会 の 会 員 数 ３ ４ 名 １
１専門部会:生産流通加工部会

森林活用部会
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Ⅱ森林の保全
1．保安林

ポイント
・公益的機能の発揮上重要な森林を保安林に指定している。
・県下の保安林面積は平成11年３月31日現在、１３種類で107,007haである。
・県下の森林に占める保安林率は30％となっている。
・所有別内訳は国有林が13,256ha、民有林が93,751haとなっている。

保安林の種類別面積
保安林面積:107,007ha
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ー
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（
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保安林秘の重複については
上位の保安林へ計上

保安林面積の推移
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資料：森林整備課業務資料
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２．林地開発行為の許可

ポイント
･1haを超えて開発行為を行う場合は知事の許可が必要。
・森林の秩序ある他用途への転用開発保持のため、林地開発許可、連絡調整
を行っている。

・開発許可実績は平成10年度末で117件２;079hao
・連絡調整実績は、平成10年度末で168件2'112ha。

林地開発許可面積割合林地開発許可実績
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資料：森林整備課業務資料
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3．県土の保全・治山事業

ポイント
・治山事業は、林地の崩壊を防止・復旧するとともに､水源林の造成を行い
ます。

・地域の特色に応じた緑豊かなうるおいある生活環境づくりをめざしますｂ
・災害関連緊急治山事業等により、平成1陣台風災害地等の復旧も行っていますｂ

治山事業の推移（事業費）
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４．森林被害

ポイント
・平成10年度の松くい虫の被害材積は、2,146㎡で、昨年度に比べると912㎡
減少した。

・予防を、徹底するため、特に保全すべき松林を重点に総合的な防除対策を
進める。

・他の森林被害（スギカミキリ、スギノアカネトラカミキリ、カモシカ、シ
カ、ノウサギ）は、246.30haであった。

・平成10年の火災発生件数は、１１ケ所、2.69ha

松くい虫被害材積と駆除材積及び予防面積
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森林被害実損面積(ha)
スギノアカネ
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61.34 78.90 26.80即一郎
174.92 9.91 42.25

197.12 9.07 35.96 118.84 157.22 34.03
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-
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(重複あり）
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平成10年の風害件数は、
平成10年の水害件数は、
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<森林火災〉
平成10年の火災発生件数は、１１ケ所、2.69ha

<森林保険＞
平成９年度末の森林保険の契約保有高は、次のとおりとなっている。

資料：森林整備課業務資料ｰ ノ

-

-１７-

件 数 面積(ha) 契約率(％）

平成９年度末の契約保有高

うち森林共済セット保険

うち全森連共済保険

4,257

2,274

1,983

44,460

19,803

24,657

21.1

9.4
早 与 ■ 己 申 与 ● 寺 ● や 今 一 令 巳 Ｃ Ｇ Ｃ ● 畢 巳 甲 宇 申 ■ ■ ■ ■ 凸 ① 缶

11.7
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林 業 経 営Ⅲ
１ ． 造 林
２ ． 間 伐
３．素材生産
４ ． 林 道
５．林業機械
６．林家と林研グループ
７．林業経営
８．森林組合
９．山林用種苗の生産
1 0 . 林業公社
l l ．林業労働
12．林業金融

､…ノ

一
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Ⅲ 林 業 経 営
1 ． 造 林

ポイント
･平成10年度の造林は346haであった。
･戦後活発に行われた人工造林は、昭和30年の12,167haをピークに減少。
･樹種別では、ヒノキ力撮も多く、平成10年には63％を占める。
･資金別では、公団造林が最も多く、平10年には45％を占める。
･平成10年度の１ha当たりの造林経費は、782,200円であった。

造 林 面 積

ー ha
ｌ2㈹

”１ ■

8 帥
造
林
面
積

6㈹．

4ｍ

弓
Ｕ
Ｉ
・
■
、
０
１
Ⅱ
ア

2Ⅸ）

０
６ ０ ６ １ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９ １ ０

年度

ー

平成10年度地域別造林面積
海軍郡那賀種

伊都郡
４１
(11.醜）… -

５ ０

雲、職
可
ｂ
Ｏ
可
Ｌ
可
』 溌鍔鰯

灘 札

ﾛﾑ■一Ｌａ』

日高郡
1鯛
(31.錨）

単位 h a
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樹 種 別 造 林 面 積
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<1ha当たりの経費:H１0年度スギ・ヒノキ4,000本植え＞

苗 木 地 栫 植え付け 仮植・運搬 計

再 造 林 260,400 289,800 214200 17,800 782,2()０

拡大造林 260,400 567,000 214,200 17,800 1,059､400

資料H.１1.5.10現在森林整備課業務資料

2０

Ｉ

袖助造林
融資適林
公団造林等
自力迭林
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皿
圏
翻
鬮
睡
- 補 助 造 林 制 合 ’



伐２．間

ポイント
・生産性の高い林業経営をおこなうための適切な間伐作業の推進○
．平成10年度の間伐実績は、８,119haであった。
そのうち、水±保全森林緊急間伐実施事業による実績は3,081haで全体の
３８％である。

間伐実績の推移

’Ⅷ間伐り礫
園造林可喋、自力難
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(注）間伐促進総合対策事業
森林地域活性化緊急対策事業
間伐促進強化対策
流域総合間伐実施事業
水土保全森林緊急間伐実施事業

̅S６１
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H２～H6
H７～H９
H１0̅

樹 種 別 間 伐 面 積
（平成10年度）
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資料:H11.510現在森林整備課業務資料
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3．素材生産

ポイント
｡平成９年の素材生産量は249千niで、前年より６%減少した。
･素材生産量249千㎡のうち製材用が234千㎡と94％を占める。
･樹種別では、スギが574％、ヒノキが37.8％である。
･所有形態別では、私有林が93.2％、国有林が6.4％である。
･平成９年の木材生産林業所得は86億円で前年より15％減少した。

用 途 別 素 材 生 産 量

■チップ用
口足場丸太剛
同製材月１

千 ㎡
４００
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年度

樹種別素材生産量９年次
全生産量：249千nf

所有形態別素材生産量９年次
全牛産量：249千㎡

その他針広葉樹
４ ８

(16%)(3.2%)
ｰ

ノキ
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．８%）

上
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ｋ
ギ
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4卿

232
(93.2%）

単位：千㎡ 単位：千㎡

資料：木材需給報告書
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スギ・ヒノキ等の素材生産量の推移
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４．林 道

ポイント
｡民有林林道の総延長は平成10年４月１日現在で677路線1,637kmとなった。
そのうち、自動車道は1,352kmで、林道密度は3.93m/haである。

･平成10年度の事業費は約41億円となっている。
･自動車道の舗装率は、平抜９年度末現在41.4％となっている。

林道開設の推移
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市町村別林道密度図(平成'0年４月’現在自動車道）
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5．林業機械

ポイント
・林業機械の台数の多いものは、チェーンソーの4,346台、刈払機の3,255台
である。

・そのほかに多く使われているのは、集材機、索道、モノレール、フォーク
リフト、動力枝打機

・高性能林業機械は、ハーベスタ、フォワーダ、タワーヤーダ、グラップル
ソーの導入が見られる。

平成９年度林業機械・器具の現況

機 械 種 名
索 索 道 重 力 式
道 索 道 動 力 式
染 小 型 集 材 機
擬大型集材機

モ ノ ケ - ブ ル
リ モ コ ン ウ イ ン チ

適 用 ムロ 数一鯛一腿而所

索
道 ｰ

染 動力10ps未満
動力10ps以上
ジグザグ集材施設
リモコン、ラジコンによる可擬式木寄せ機

材
機

2６
-

１１
宮目一一七

走 式 搬
ノ レ ー

器一ル 朗一ｍ一別
懸垂式含む
動力20Ps未満
動力20Ps以上
林内で集材等の作業を行うホイールタイプのトラクタ
上記でクローラタイプのもの

小 型 運 材 車
８

３ホイールタイプトラクタ
クローラタイプトラクタ
フ ォ ー ク リ フ ト
フ ォ ー ク ロ ー ダ
ク ク レ - ン

ヤクレーン付き
ン ト ラ ツ ク

ト ラ ク タ シ ョ ベ ル
ショベル系掘削機械
チ エ ー ン ソ 一
チェーンソーリモコン装置
刈 払 機
植 穴 掘 機
動 力 枝 打 ち 機

６｜胴一Ｍ
ク
レ
ー
ン

トラッククレーン、ホイルクレーン、グラップルクレーン
グラップル付きタイプ
それ以外のもの
搬出、育林用等に係わる土工用
搬出、育林用等に係わる土工用

犯一ｕ一狛一ｕ｜躯一“’６-唾３｜咄一〃

ｰ

リモコンチェンソー架台
挑帯式刈払機

自動木登り式
背負い式等の上記以外のもの

苗
一
フ
｜
ス
プ
｜
ハ
｜
フ
｜
夕
｜
グ

畑 用 ト ラ ク タ
ェ ラ ー バ ン チ ャ

キ シ ダ
ロ セ ツ サ
ー ベ ス タ

ォ ワ ー ダ
ワ ヤ ー ダ

ラ ッ プ ル ソ ー

９
三
二
８
-
２
’
１
４
６

立木を伐倒、集積する自走式機械
牽引式集材専用のトラクタ
枝払い・玉切りする自走式機械
伐倒・枝払い・玉切りする自走機械
積載式集材専用車輻
元柱を具備した自走式車轌
巻立・玉切り自走式機械

資料：林業振興課業務資料
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6．林家と林業研究グループ

ポイント
･1990年現在の林家数は、29,321戸である。
･保有林５ha以下の林家が全体の845%を占め、零細な林家が多い。
平均１林家5.1ha保有していることになる。

･山林の保有目的は規模が小さい林家ほど財産保持的意識が強い。
･林業研究グループは、平成11年４月現在、２９グループ662人である。

保有山林規模別林家数
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数と面菰（世界農林業セン炊ス）

ユ

保有山林面積規模別
林家：世帯である林業事業体をいい、農家林家及び非農林家をいう。
農家林家：世帯である林業事業体のうち、農家である世帯をいい、平成２年２月１日

現在の保有山林が0.1ha以上の林家をいう。
非農家林家：世帯である林業事業体のうち、農家以外の世帯をいい、平成２年２月１日現

在の保有山林の各筆の面積のいずれかが0.1ha以上の林家をいう。
保有山林：世帯が単独で経営できる山林のことをいう。すなはち、所有山林から貸付

林と他の分収させている山林を除いたものに、借入地と分収している山林
（割りかえされる割地を含む｡）を加えたものをいう。

資料：世界農林業センサス
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保有山林規模別林家数と面積の構成比

い［
帝
ｌ
０
０
Ｉ
８
４
０
ｒ
リ
ー

一

一ロ一一

Ｆ
ｄ
８
ｌ
ｌ
■
■
■
■ｒ
ロ
』
■
Ｐ
日

一宇←
８
０
９
０
０
０
ｒ
Ｉ
Ⅱ

一

Ｆ
Ｉ
０
０
０
０
９
ｒ
１
Ⅱ

●一

宇←
ｌ
ｌ
ｌ
１
ｏ
ｇ
ｏ
ｐ
ｒ
０
’

一

判
Ｆ

△

，

一一一

％的
凸
叩
“
！
■
Ⅱ
○
０
■
Ⅱ
■
Ⅱ
■
Ⅱ
ｊ
Ⅱ
０
８
９
ｂ
り
ぃ
△
■
。
。
■
-
’
’
１
-
’

一
一タグ一

一
含
一■診

』

一

ダ
ダ

ー
６
．
１
△
Ｉ
Ｔ
１
Ｉ
Ｉ
Ｉ
ｌ
Ｏ
』
’
し
１
１
１
１

国

一

一

一
一一一一

ｌ
Ｉ
１
０
ｒ
申
・
ｆ
ｊ
Ｉ
１
Ｌ
Ｉ
０
０
Ｌ
０
０

一二

一

Ｐ

》

一

壺

悼

』

一

『

一

一

ｌ
ｌ
Ｏ
Ｏ
ｒ
Ｏ
Ｏ
８
０
１
１
-
ｆ
Ｏ
Ｉ
Ｉ
Ｆ
０一

一

一

一

一

一

一一宇一

4０

双）

(）
虫ご”戸庁：：： ：７ ？

、 房
｡

。●岸Ｊ＄津

ｇ
ｌ
ｇ

人 工 林 率 別 林 家 数
(１ha以上の林家：林家は非農林家林家１ha以上と農家林家１ha以上を加えたもの）

…
県 計 人工林なし 1０%未満 80％以上10～20 20～40 40～60６0～80

ﾛ ﾛ

林家戸数 881 1,222 1,364 7,928

５５．２

14,369 2,423 210 341
Ｉ

構 成 比 2.4 6.1 ８５ 9畠５100 16.9 1.4

資料：世界農林業センサス

<林業研究グループ〉

林業研究グループの数と会員数
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７．林業経営

ポイント
･伐出労賃単価の上昇は、平成９年において、昭和50年の2.76倍となる。
一方、山元立木価格は0“倍と低落し、林業経営の収益率は著しく低下し
てきた。

伐木造材の作業者賃金の推移 (50年の賃金を100とする）
全 国 平 均 指 数

１０0
和 歌 山 １ 指 数 備 一 零

杯業統計要覧
労働省
「林業労働者職種別賃金
調査報告書」
（各年とも10月調査）
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伐 出 業 労 働 賃 金
（全国値推移）
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資料：スギ中丸太製材用素材価格（径14～22cmj長さ3.65～4m)；木材需給報告書
山元立木価格（スギ）；「山林素地及び山元立木価各調」
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８．森林組合

ポイント（以下、窯林組合統計調査の平成９年度末現況より）
・平成９年度末の森林組合総数は、３９組合、組合総数は21,322人であり、組
合員所有の森林面積は265,204haとなっている。

・組合資本については、払込済出資金総額833,987千円と、各組合員の増資
努力を基礎に林業構造改善事業等の補助事業を活用して、共同利用施設の
充実に取り組んでいる。

11組合が林産事業で49‘701千㎡の素材生･事業は、 25組合が作業班を有し、
産を実行し、２０組合で349haの新植を
下刈り3,424ha枝打ち1,057ha、除間伐

実行している。保育実績については、
下刈り3,424ha枝打ち1,057ha、除間伐6,087haの事業が実行されている。
･作業班員は、総数は596人、年間150日以上の従事者は113人、２１０日以上の
従事者は、225人となっている。また、年齢別では、４０歳未満の従事者が

歳以上の従事者が348人となっている56人で、６０ ◎
-

平成９年度の依頼者別保育実績

●

公
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等
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作業班員数の推移
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払込済み出資金等の推移 (単位 : l ' l )

組合員総数の推移 (単位：人）

作業班員と専従職員の推移 (単位：人）
、ミヱ''

作業班員の平均年齢（平成９年度） (単位：歳）

＊数値は森林組合作業班等の年齢調査（基準日平成９年４月１日）による。

販売・林産事業の木材取扱量 (単位：㎡） I甦凶』'

森林造成事業の推移 (単位:ha)

資料：森林組合一斉調査結果（平成９年度末現況）

-３２-

4５ 5５ 6０ ２ ７ ８ ９

有形固定資産額 255,575 485,948 925,422 1,109,144 1,577,506 1,367,631 1,356,336

払込済出資金 130,847 330,053 395,189 555,935 790,523 801,217 833,987
剰 余 金 19.199 62,944 42,800 299,889 538,315 653,793 677,011

4５ 5５ 6０ ２ ７ ８ ９
組 合 員 総 数 23,766 22,656 23,246 22,416 22,117 21,691 21,322

5５ 6０ 6２ 6３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

作 業 班 員 数 991 832 794 713 773 750 764 761 679 642 593 600 596

専 従 職 員 数 120 125 126 130 132 138 139 137 146 156 159 157 156

員 数 総平均年齢 主として伐採 主として造林 主として市場 そ の 他
作 業 班 員 596 57.5 54.2 58.9 3４．２ 53.6

う ち 男 性 514 57.2 54.1 58.6 34.2 54.4

う ち 女 性 8２ 59,3 62.5 60.5 52.9

4５ 50 5５ 6０ ２ ５ ６ ７ ８ ９
木材販売数量 2,751 13,446 37,783 53,640 85,833 93,327 93,957 92,588 95,505 88,679
木材生産数量 34,478 35,224 30,044 34,990 38,372 62,846 46,818 52,553 59,925 49,701

5５ 60 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９
新 植 1,152 490 738 664 648 587 549 569 457 525 349
保 育 10,519 11,248 10,100 13,761 12,553 13,049 13,267 11,346 10,979 11,284 10,747



森林組合の合併解散の動き

宮 ＝

-》

-３３-

年度 組合数 内容 組合名 合併・開催
成立年月日 合併参加組合等の関係組合

3８ 6８ 合併

合併

美 里 町

す さ み 町

S３８.４.５

S３９．３．３１

神野、国吉、長谷毛原

周参見、佐本、大都河、江住

3９ 6６ 合併

合併

田 辺 市

中 津 村

S３９．１０.１５

S４０.３．２９

牟婁町、上芳養

川中、船着

4０ 6４ 合併 龍 神 村 S40 .11 .1 龍神、上山路、奥日高

４１ 5７ 併

併

併

併

設

合

合

合

合

新

熊 野 川 町

清 水 町

高 野 町

本 宮 町

南 部 町

S４１．４.８

S４１.１１.１

S４１.１２.２７

S４１.３.２７

S４１．１０．１７

小口、三津ノ木、熊野川

五郷、安締、八幡、城山

高野町、富貴

＝里、四村、請川

4２ 5３ 合併

合併

日 置 川 町

那 智 勝 浦 町

S４２．１０．９

S4３．３．２９

日置、三舞、川添

色川、那智、太田川

4９ 5０ 合併 西 牟 婁 S４９.８.２４ 田辺市、白浜町、上富田町、大塔村

5１ 4８ 合併 南 紀 S５１．１１.１２ 串本町、古座町、古座川町

5４ 4６ 合併 中 辺 路 S５４．９.１ 近野、二川、栗栖川

5５ 4５ 合併 南 紀 S５５.５．１５ 南紀、七川

5７ 4４ 合併 美 山 村 S5７．６.２１ 川上、寒川

6３ 4３ 解散 下 津 町 S6３．１２.２３ 海南市森林組合に包括(H元年度）

２ 4１ 解散

解散

岩 出 町

貴 志 川 町

H２.４．１

H３.１.１３

８ 3９ 解散

解散

桃 山 町

湯 浅 町

６．１７

３．６

色

●

H８

H 9

鞆渕森林組合に包括

広川町森林組合に包括



９．山林用種苗の生産
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山行苗木生産量の推移
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単位：生産者；人、面積:ha

円

資料：森林整備課業務資料

鯛側
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‘．･需成1脾度の山行苗木生産量はt903千本である。 ；’'，‘そのうち､ｽｷ497千本、ﾋﾉｷ1,375千本､ﾏﾂ31千本である。

”・生産量は年々減少し、平成10年の実績はと昭和55年の14.7％となった。
３ ． ． -；
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10．林業公社
Ｅ喝

ポイント
・林業公社は民法第34条の規定に基づき設立された公益法人で載・
・分収造林方式により計画的に拡大造林等を進める機関として設立された。
設立：昭和43年３月１B

・分収森林の整備のため、造林、保育、間伐等を実施している。

<分収造林＞
分収契約面積:3,812ha
内人工林:3,326ha

所 有 形 態 別 面 積
（人工林）

ー

共有林

法人
（1５

ｰ

<緑のオーナー制度〉
分収林箇所数４ケ所

面積27.51ha(上記人工林の内数）
契約者数203人

<造林事業以外の事務＞
植物公園緑花センターの管理業務
緑のコンサルタント事業
森林土木測量工事の測量設計等の受託業務
林業労働力確保支援センター業務
森林病害虫防除機器貸付業務
資料：森林整備課業務資料

-３５-



11．林業労働

ポイント
（減少し高齢化する林業就業者）
国勢調査によると平成７年の本県の就業者は2,078人で、昭和30年に対して

85％の大幅な減少を示している。
また、６０歳以上のものが占める割合が、昭和33年の8.8％に対して平成７年

は48.2％となっており、高齢化の進展が著しい
しかし、近年、若年層の新規参入もみられ、平成２年から平成７年にかけて

若干ではあるが減少傾向が鈍化している。
今後、若年新規参入者の更なる確保及びその定着が課題となる。

<林業就業者数と年齢階層別就業者数及び構成比の推移〉
ｰ上段：就業者数（人）

下段：柵成比（％）
年次｜総数’１５～19歳’ ’２０～29歳３０～39歳|４0～49歳５0～59歳|６０歳以上

1.188
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<地域別年齢階層別就業者数及び構成比〉

上段：就業者数（人）
下段：構成比（％）

-

資料：平成７年国勢調査

<森林組合における新規参入者の採用状況＞
平成４年から一部の森林組合において、月給制の導入等労働条件の改善を推進し、労働力を

積極的に確保しようとする動きがみられる。

採
用
時
年
齢
別

ｰ

出

Ｕターン
身

池》｜計Ｉターンｶlｌ

#|“；
平成9年12月31までに退職した者
※新規参入者とは、林業に初めて就業する者をいう。 資料２林業振興課業務資料

-３７-
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<労働災害発生状況の推移〉

’ 全 産 業 林 業
年 次 被 災 者 数

「弓̅琵屈芒
被 災 者 数

Ｉ̅弓̅扉E芒
備 考

昭和55年
昭和56年
昭和57年
昭和58年
昭和59年
昭和60年
昭和61年
昭和62年
昭和63年
平成元年
平成２年
平成３年
平成４年
平成５年
平成６年
平成７年
平成８年
平成９年

5,468
5,034
4,600
4,411
4,166
3,861
3,756
3,451
3,341
3,341
3,074
2,780
2,606
2,591
2,534
2,221
2,094
2,０５６

娼一躯一別一加一蛇一蝿一別一妃一型鯛一釦一訓一訂一犯妬一鯉一肛別

491
465
411
369
290
304
318
229
267
246
202
199
160
171
163
138
138
128

４
-
４
１
’
４
２
’
１
-
４
’
二
１
ｌ
２
ｌ
２
ｌ
１
３
ｌ
３
ｌ
３
４
-
２
三

労災保険給付データ（和歌山労働
基準局資料）より作成
被災者数は、休業４日以上
平成９年までのデータは確定値

ｰ

※ 参 考
死傷年千人率（平成９年全国値）
全 産 業 ３ ． ２
製 造 業 ４ ． ２
鉱 業 １ ８ ． １
建 設 業 ６ ． ７
貨物運送業１１．１
港湾荷役業１０.１
林 業 ２ ８ ． ５
（林材業労働災害防止年報）

（》
昭和55年を100としたときの推移
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１２林業金融

ポイント
･主な林業関係制度金融には、農林漁業金融公庫資金、林業改善資金、木材
産業等高度化推進資金がある。

.これらのうち、県では林業改善資金の貸付けや木材産業等高度化推進資金
の貸付原資の供給を行っている。

林業関係制度資金の貸付実績及び残高
(単価’千円）

平成８年度末 平成９年度末 平成10年度末

貸 付 実 績
貸 付 残 高

38,823
197,617

63,273
194,104

32,935
149,681林 業 改 善 資 金

-

潅材管零度蝶|貸付残高 1,085,500 924,000 848,000

<林業改善資金＞
林業経営の改善、林業労働に係る労働災害の防止、林業労働従事者の確保及び青年林業者等

の養成確保を図るための林業従事者等の自主的努力を積極的に助長することを目的に無利子の
資金を貸付ける。

林業改善資金制度の仕組み
ー

貸付原資の １事務委託機関
(森林組合連合会）県国 ● 勺 晶 ● ４ ■ ｂ ｅ ｅ Ｄ 。 由 一 ｡ - ｡ ■ ｡ ■ ■ ● ■ 寺 凸 凸 ● ＝ ■ 一 ○ 一 今 巳 色 ■ ｡ ｡ ｑ ◆ ● 争 令 や 凸 凸 争 ■ ＝ ● ● ■ ｡ ÷ 今 ■ 口 ● わ

2／３補助

､ノ

事務再委託機関
（森林組合）市 町 村

/I、

申

請

貸
付
け

Ｗ

林業従事者等

-３９-



<木材産業等高度化推進資金＞
木材の生産及び流通の合理化を促進し、木材供給の円滑化を図るため、木材の生産又は流通

を担う事業者がその行う事業の合理化を推進するのに必要な資金を低利で融通する。

木材産業等高度化推進資金の仕組み

｜ 園 ’国

出
資
等

Ｗ
ｌ
Ｕ

■ ● ＊ - ■ ■ ｡ ■ ■ ｑ 申 甲 ■ 甲 ■ ① ■ 心 中 ｡ ■ 心 中 ● ● や 甲 伊 早 ■ 。 ■ ｅ 申 今 ｂ ■ 今 ● ● ● Ｐ ■ ■ ● ● ÷ ら の ■

農林漁業信用
基 金 ｜ 県金’ /’

借入れ
ー

申

請

合
理
化
計
画

三

妙
①
。
Ｄ
ｂ
◆
■
■
■
。
●
■
９
，
９
■
Ｏ
Ｄ
Ｇ
Ｇ
Ｂ
ｐ
Ｄ
Ｂ
■
■
Ｄ
Ｂ
■
■
●

認

定

指定金融機関 借 受 者

債務保証

へ

ｰ<農林漁業金融金庫〉
農林漁業者に対して、農林漁業の生産力を維持増進するために必要な長期かつ低利の資金で、

一般の金融機関が融通することを困難とするものを融通する。

林業基盤整備資金（造林、林道資金)、森林整備活性化資金及び農林漁業施設資金などがあ
る。

<農林漁業信用基金〉
農林漁業信用基金の債務保証制度は、林業者等が林業経営の改善又は木材の流通の合理化の

ために必要な資金を融資機関から借入れる場合に、その借入れに係る償務を保証して、これら
の資金の融資を円滑にすることを目的としている。

- ４ ０ -



木 材 産 業Ⅳ
木材需給
木材価格
木材輸入
木材加工（製材工場）
木材の流通
住宅建設
木材利用推進
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Ⅳ 木 材 産 業
１．木材需給

ポイント
･平成９年次の木材需要は1,074千㎡で、前年を10％下回った。
･国産材は227千､；で前年比７％減少した。
外材は847千､ｲで前年比11％減少した。
･木材の自給率は21％で前年比１％増加した。

木材需給の推移（和歌山県）
素材の入荷量と自給率の推移

Ｉ ■ 外 材 函 国 産 材 一 士 一 木 材 自 給 率
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資料：木材滞給報告11｝
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２．木材価格

ポイント
･昭和50年を基準とする木材価格は、５４年、５５年に急上昇したものの、５６年
から低下を続けた。

･62年以降は旺盛な住宅建設に支えられ、ひのき材を中心に上昇したが、平
成３年には景気の拡大が減速するなかで住宅着工戸数が大幅に落ち込み、
国産丸太価格は上昇から下降に転じた。

製材用素材価格の推移（全国値）
米ツガ丸太
径30cm以上
長さ6.0m以上

1 ㎡ 価 格 ： 指 数

ひのき中丸太
径14～22cm
長さ3.65～4.0m

1 ㎡ 価 格 ； 指 数

すぎ中丸太
径14～22cm
長さ3.65～4.0m

1 ㎡ 価 格 ； 指 数
32,200:１００
40,000:１２４
2 5 , 6 0 0 : ８ 0
2 6 , 0 0 0 ; ８ 1
2 6 , 6 0 0 : ８３
2 5 , 6 0 0 ; ８０
2 3 , 2 0 0 : ７２
23 ,900；７４
2 2 , 9 0 0 : ７１
2 2 , 2 0 0 : ６９
22 ,800；７１
2 1 , 1 0 0 : ６６

-

卵一弱一帥一元２’３-４-５-６-７’８-９

66,100
76,200
53,900
65,900
67,800
65,700
59,100
59,100
58,000
53,500
53,800
49,200

型唖一魂一Ｍ耐一理的一的胡一別一飢両

24,700
35,100
25,600
24,600
26,500
25,200
25,300
28,200
27,800
26,700
27,400
26,300

100
142
104
100
107
102
102
114
113
108
111
106

冊i " : 1㎡当たり工場着価格

製材用素材価格の推移（全国値）
昭和50年の価格を100とする指数
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木材製品卸売価格の推移（全国値）

米ツガ正角
8.5～9cm
長さ3.65～4.0m

1 ㎡ 価 格 ； 指 数

すぎ正角
厚さ10.5cm幅10.5cm
長さ3.65～4.0m

D･･ゆ●■■pロ｡●■･甲●ＰＧ■｡■■■ＤＰ■■い■いむ■■■■●母■●p●qq●●o●00句●

1 ㎡ 価 格 ： 指 数
53 , 1 0 0１０0
64 ,500１２１
48 , 2 001９１
50 , 4 0 0 1９５
51 , 5 0 0 1９７
5 1 , 2 0 0 : ９６
5 0 , 7 0 0 ; ９５
53 ,600 : 10１
5 2 , 3 0 0 : ９８
4 9 , 7 0 0 ! ９４
50 ,600：９５
5 2 , 3 0 0 i ９８

ひのき正角
厚さ10,5cm幅10.5cm
長さ3.65～４,０m

１㎡価格；指数

卵一弱一帥一元-２ｌ３ｌ４ｌ５ｌ６ｌ７-８-９

105,000 100 38.200 100
136,700 130 54,300 142

86,800 8３ 43,400 1１４

117,800 112 45,900 120
117,500 112 49,500 130

115,500 110 48,900 128
109,200 104 48,100 126

143109,600 104 54,500
＝112,400 107 53,700 141

136
133
141

105,500 100 51,900
50,900
54,000

105,100
-

103,100
100
-

９８

価格：１㎡当たり工場着価格
指数：５０年の価格を100としたときの指数

木材製品卸売価格の推移（全国値）
昭和50年の価格を100とする指数
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３．木材輸入

ポイント
・平成９年の外材の素材入荷量は、847千㎡で、米材が93％を占める。
内訳は、米材790千㎡、南洋材35千㎡、その他22千nfである。

・昭和58年と比較すると、米材の割合が９ポイント増加している。
・近年フィンランド材等北欧材の輸入が増加傾向にある。

外材の素材入荷量の推移

千㎡
２咽 ｜蕊一 可 一 一 一 一 ・ - ｒ 一 ÷ ̅ 幸 司 一 一 一 曲 ｒ 一 一 勺 - - - - - Ｆ ＝ ̅ ̅ ̅ Ｔ 一 一 一 一 一 Ｆ ● ■ 』 - = ﾏ ｰ ｰ 参 一 一 Ｆ 一 一 Ｔ 一 一 → 含 一 デ ー ■ =
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。 ■ ロ ロ 』 - - ■ 、 - - Ｌ ･ = - - ゴ ー ､ - = 一 一 出 口 ■ ， - ■ 』 一 一 一 一 Ｌ - - - - ユ ー ー ー ー と 一 一 一 Ｊ 一 一 一 一 ! ■ Ｌ , - - - - ４ 一 一 一 一 ｺ 一 一 一 - 4 一 一 - - - ６

ｚ米材
園禰洋材
闘その他

-
15 “

皿１
入
荷
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評

”

０
５ ８ ５ ９ ６ 0 ６ 1 ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

年

その他：北洋材、ニュージーランド材等
ー

外材の素材入荷量の内訳
（昭和58年）

外材の素材入荷量の内訳
（平成９年）

その他

“
(84.4%） 7卯

(93.3%）

資料：木材需給報告書
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４．木材加工（製材工場）

ポイント
・製材工場は年々減少傾向を示している。
・県内の国産材工場は、全体の41％を占めているが、素材入荷量は17％にす
ぎない。

・国産材工場は、外材専用、国産材外材併用工場に比べて規模は小さい。

製材工場数の推移
回国産材耶川
圏外材専川
園国産･外材併用

5 “

4m

ｰ
3㈹

工
場
数

2ｍ

1 “

０
５ ９ ６ ０ ６ ユ ６ ２ ６ ３ 元 ２ ３ ４ ５ ６ ７ ８ ９

年次

県内製材工場の状況
製材工場数等（平成９年次）

m7.5̅錘.５回型.5̅37.5N37.号､々５""̅1釦璽1釦以上
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工場数(256工場）

（》出力数(25,896胴！１

従業員数(2,018人)‘、１
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０ 2０ 40 釦 別 1伽

類型別製材工場数と入荷量
平成９年次

■国産材専用国外材専用園国産･外材併、
ｒー一一一一一→ｰー-ー＝ｒ･̅一・̅一一・̅・ﾛ･･̅‘･'一一一･̅一一一一一一-＝一一丁‘̅･̅.̅-‘̅-.．.̅一ー̅-ｒ.̅＝一‘̅-‘--一→.̅＝｡

II工場数(2弱工場）
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０ 釦 4０ 閲 帥 ' ㈹

資料：木材需給報告書
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５．木材の流通

ポイント
・木材の流通経路は複雑多岐にわたっている。
・国産材では、原木は市売市場経由が69％と最も多く、製材品では需要者へ
の直接販売と市売市場経由がともに30％で最も多い。

・外材では、原木は卸売業者、商社仕入れがともに50％弱で流通を２分し、
製材品は卸売業者経由が61％と最も多い。

国産材の流通経路（和歌山県）（平成３年）
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6．住宅建設

ポイント
・全国住宅着工戸数は、平成３年には、景気の低迷から急落し、前年を19.7
％も下回ったが、平成４年以降平成６年までは順調に回復した。平成９年
は、消餐税アップの関係から前年比15.6％減の139万戸となった。

・県内住宅浩工戸数も同様の推移を示し、平成10年は前年比11.0%減の7,813
戸となった。

住宅着工戸数の木造率の推移
（全国）
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７．木材利用推進

ポイント
・木材需要の減少、代替材の台頭等により低迷する林業生産活動を活性化す
るため、庁内に「木の国プロジェクト推進会議」を設置し、公共建築物の
木造化を推進。

・県木材利用推進協議会内に材料供給部会を設置し、県下５ブロックに分け
た材料供給体制を整備。

木の国プロジェクトの推進方法
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森林の総合利用Ｖ ’

１

森林。林業教育
緑とのふれあい
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1．森林・林業教室

ポイント
・和歌山県では、平成５年より小学校で、森林・林業教育を実施している。
・林業研究グループ活動として、「森林からのメッセージ運動」を実施。
。主に小学校５年生を対象に実施。
・平成10年には、４３校、2,483人を対象に実施。

｢森林からのメッセージ運動」について
主催者：和歌山県林業研究グループ連絡協議会
共催：和歌山県
内容：小学校５年生を対象に林業関係者（林業研究グループ員）が、森林の働き、森林の育

成、木材や林産物についての解説や体験を話する。
また、樹木の標本、チェンソー、シイタケ、その他サンプルを活用。

ｰ

年度｜実施校数うち和歌山市内｜児童数
い

８校
27校
44校
41校
35校
43校

３校
６校
10校
11校
８校
９校

543人
1,228人
2,703人
2,378人
2,533人
2,483人

５
６
７
８
９
皿

ｆ

二

塗・診．
戸戸

＝ ̅ 、
／

児童の感想文より

森 林 ・ 林 業 教 室

私は、学校でこのような勉強をしたのは、初めてです。だから、とても楽しく、自分から、勉強
できました。私は、みどりが好きです。お母さんも好きです。庭には、芝生、サルスベリなどいろ
んな木があります。花もたくさんあります。でも、私は、この教室にて職をIMIくことで、かわりま
した。森は森だと思っていたけれど、森は、私たちをいろんな形で守ってくれます。木は、生きて
いる、私たちと同じ心がある、と思うと思って、すごく感動しました。家族にも今日教わったこと
を話してみました。お母さんが、「勉強になってよかったね」といってくれました。
林業をする人たちは、自然を大切にしています。森林をこれからも守っていって下さい。
私もこれからは、自分で木を植えて育てていってみたいです。

、 ノ

-５１-



２．緑とのふれあい

ポイント
・緑とのふれあいの場とし、植物公園緑花センターを設置し:、多く､の県民に
利用されている。

・森林での自然観察等県民の利用を図るため、各種施設を整備し護摩壇山森
林公園としてオープンした。
・国土保全機能と森林浴などが楽しめる保健機能を兼ね備えた生活環境保全
林を整備している。
・子供達の森林や緑に対する関心を深めるため「かしの木バンク」を設置運
営している。（平成５年度から）

【植物公園緑花センター】
面積 ; 1 1 . 7 h a
所在地：那賀郡岩出町
主要施設；本館、ウッディハウス、

パノラマ花壇、大広場

ｰ

東屋、温室、水生植物園、展望台、自然保護センター、

壇、大広場
ナラ等の天然林

１５万７千人
森林：クヌギ、．
利用状況：平成10年度

【護摩壇山森林公園】
面 積 : 3 2 9 h a
所在地：日高郡龍神
主要施設：林間広場、

シャクナゲ

日高郡龍神村
野外ステージ、
園等

遊歩道、 駐車場、観察スポット総合案内所､

森林：ブナ・ミズナラ等の天然林及びスギ・ヒノキ人工林
利用状況；平成５年６月から平成11年３月１３万４千人
備考；県民参加のシャクナゲの森造成事業（平成６年度～）

約1,400人により約11haに５万８千本のシャクネナゲが植栽された。

ｰ

護 摩 壇 山 森 林 公 園

-５２-



【生活環境保全林整備状況】

… ノ

…
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番号 所 在 地 区域面積
(ha) 景 観 特 性 及 び 地 域 の 特 徴 的 な 事 項

１ 和歌山市岩橋 52.9 保安林を含む周辺は、古墳群が点在する紀伊風土配の丘特別史跡地であり園内には、松下毘念館、万葉
柚物園などが配肚された古代文化の学習の地でもある。

２ 海南市大野中 43.3 麗白山系稜緑大野域跡付近の自然林で、優れた眺樋をもち、郁市近郊林としての利用が期待される。
林内には、雨の大明神が祭られ、雨乞いの個仰の栂として地元住民に親Ｌされている。

３ 海草郡野上町梅本 ４．７３ 関西で唯一のススキの大草原が広がる県立自然公園生石商原の'､イキソグコースのスタート地点に位匠
し、季節感且かな樹菌を植栽することで健全で親しみあふれる森林に導いていろ。

４ 那奨郡岩出町
東坂本

31.0 紀仙郷県立自魚公園内にあり虜接の値物公園緑花セソター、昭和の森などのリクリエーシコソ野外箆設
と一体となって年間を通じて県民の恩いの褐となっている。

５ 那賀郡岩出町
根来

10.1 周辺には、県緑花セソターや歴史的に名高い根来寺、粉河寺があり、近隣からの利用者も多く、森林整
傭や治山塘段の整傭により山地災害を防止する。

６ 那箪郡打田町
竹房 15.8 榔市近郊の森林であり南国に隣接してJRパラグライダースクール、指定区墳内には百合山新四国八十八箇所の巡

礼路があり、地域住民の恩いの場である。§た、眼下に紀ﾉ川が流れており眺望を楽Ｌむ人も多い。

７ 那賀郡粉河町
中津川 34.0 ｢紀泉高原ふるさとエリア計画｣において、展望台、野外ステージ、キャソプ場等の計画がある。頂上付

近からは関西国際空港、紀ノ川平野が一望でき、県内外とわず来肪者が多くなると思われる。

８ 那釘郡粉河町杉原 42.1 指定区域の屯門山山頂付近には、貴亙な自然闘境が保存されており、希少助植物の生育環境の整備を行
い良好な自然現境を育成Ｌている。周辺では、′､ソグライダー、カヌー等のス頷一ツが盛んである。

９ 伊都郡かつらぎ町
中飯降

4.6 県立「紀北青年の家」内に位匠し、森林整値や山腹工を実施することにより、ス衆一ツ、研修、野外活
動等への利用に供するとともに山地災曹を防止する。

10 有田郡吉備町
大黄畑 1７．３

S弱了メニテイタウソの指定により、町北留1Zhaの町有地にフルーツ屡図、保養富泊鮪段等が計画されている。
森林浴公園、林間キャソプ場等も国叶画の一貫として位Ｒづけられ、地域・翻市住民の恩いの場とし利用する。

1１ 有田郡吉傭町熊井 ３.0 瞬接地には、町営球場、テニスコート、国民宿舎等が蒐備され、周辺の森林を蔓傭することで、保健体
義磯飽を潮大させしクリエーショソ施股として利用するとともに人命・施設の安全を確保する。

1２ 有田郡広川町
下津木 ６．４ 広川上臓広川ダムの北側斜面に位歴し、ダム周辺の森林を整備し，水源かん養、土砂流出防止の慢随を

高めている。

1３ 日高郡美浜町和田 4０６１ 地域内の松林は藩政時代から周辺農民が育ててきたもので、現在も背後の展耕地を潮害・風害から守っ
ている。日の岬や迦成寺への観光ルートでもあり、観光客の利用も多い。

1４ 日高郡日高町産湯 11.6 周辺には、日の岬、アメリカ村等名厨地が多く、自然とのふれあいを重視Ｌ四季・風土にあった樹創を
植栽Ｌている。付近の公園とタイアップし、環境を考えた遊歩遊等の整伍を行い利用度を高めている。

1５ 日高郡川辺町南山 13.5 川辺町南山運動公囲を取り巻くように設殴され、スポーツ、研修、レクリエーショソに親しむ人々の体
養林として親しまれている。

1６ 日高郡中津村船津
1７．０

擁山ダム、砠神温泉、煙樹が浜等硯光ルートとして県内外の来訪者が多い。本格的なゴルフコースもオー
プソしており、利用者も増釦傾向にある。

1７
日高郡美山村
初湯川 ５-８

県下一の桁山ダムの近隣に位歴し、リフレグシュエリアふや主の里（公園）とタイアップした環境づく
りを考え、山村地域の活性化を図ろ。

1８ 日高郡岨神村
五百原 1”､０

圏摩壇山を宵胤に高野阻神国定公園に位固Ｌ，優れた風観を狗する。ブナの原生林やシャクナケ、ドウダソツツジ
噂が自生する。近走する高野箆神スカイライソは、北に間野山、南に、神温泉を擦し、観光ルートとなっている。

1９ 田辺市秋津川 8.9 市街地周辺の放匠された森林を地域住民のニーズにあった多目的擾鱈を持つ「水源の森」「保健休養の
森」として緯合的に整備し、保安林概催の維持・向上を図っている。

2０ 西牟襲郡白浜町
平草原 14.0 白浜観光地へ鋭く白浜スカイライソ沿いに位匠し、付近には紀州博物館がある。林内には起伏に富む２

、のファミリートリムコースが設置され、地域住民の体づくりの森として親しきれている。

2１ 西牟興郡串本町
潮岬 湾.０ 本州段南鵡に位匠し、林相は黒潮の影唇で暖帯照葉樹林を形成していろ。「ふれあいの森Ｊいこいの森」

｢学習の森Ｊ野鳥の寡｣などが設歴されている。

2２ 東牟爽郡本宮町
向山

75.0 照野川沿いに広がる自侭林。林内には修駿近値仰の熊野奥駆動が走り、照野侭仰の史跡が点在する。周
辺には、本官圏泉郷、本宮大社、洞八丁等をひかえ、年間最多の観光客が肪れる。

2３ 東牟婁郡古座川町
洞尾

16.0 天然毘念物「一枚岩」を中心とする川辺の奇岩景勝地で、上流には、桜の名所「七川ダム」があり、四
季を通じて観光客が多い。紀伊半島南閣の主要な観光地のひとつである。

2４ 東牟翼郡古座川町
佐田

40.0 七川ダムを中心とした周辺は、全国桜百選に週ばれた桜の名所として有名である。その桜を中心として
整備を行っており、四季を通じて自然が受しめる。

2５ 東牟典郡古座町
伊串 ７．７ 地域内には、弘法大師ゆかりの神王寺があり、頂上付近からの眺盟はすぱらい､ものがある。塾筋する

ことにより町民、近郊の人々 や観光客の保健休葵の栂としていく。

2６ 東牟典郡順野川町
玉股口 21.5 吉野照野国立公園の代菱的観光地である瀞八丁の入り口に位匪する。桜、紅葉を中心に森林改良が行わ

れ四季を通じて自然が楽しめる。

2７ 東牟興郡
那智勝浦町大野 1４．０

周辺には、全国仙樹祭跡地や照野那智大社などがあり、地域を整備することにより邪智研浦町山間鄙の
一体的な観光地、付近の人々や旅行客の保健休費の明となる。
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【かしの木バンク】
カシの木などのドングリをお金にみたてて貯金してもらい、ドングリ100個または200個あた

り苗木１本を払い戻す銀行です。
払い戻された苗木は、学校や地域の緑化、森づくりなどに役立てられています。
また、ボランティアによる森づくりや、貯金されたドングリの融資も行います。

《受付期間》
ドングリ受付期間:10月１日～11月30B

苗木払戻期間：３月１日～３月31日
ドングリ融資期間：１２月１日～３月31日

《 実 績 》
- ノ

《かしの木バンクのシステム》

本店
（森林整備課）
各支店
海草支店
那賀支店
伊都支店
有田支店
日高支店
西牟婁支店
東牟婁支店

和
歌
山
県
林
木
育
種
場

ドングリ預入 ドングリ育成預…

登録・通帳発行金

苗木納入苗木払戻者

(預金引落し）
(小学生等）生等）

グリ融資森づくり
̅ S L =

融資

融 資 申 請 者

-５５-

年度
受 付

件 数 個 数
配布苗木 森 づ く り

件数 面積(ha)
融 資

件数 個 数
H５ 664 716,240 2,105 ー

H６ 734 1,296 303 ４064 一

H７ 338 441 690 ２416 一

H８ 473 1,044 896 ２323 一

H９ 615 1,024 860 ２873 ー

H1０ 360 676 358 １081 ３ 2.20 ９ 222,870
計 3,184 5,200 347 1４ 862 ３ 2.20 ９ 222,870
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可

Ⅵ和歌山県林業の諸指標

､ - ／

ー

(注）１．
２．
３．
４．
５．

1997縮10月１日現在、建設省国土地理院「都迦府県別而樹調」
平成７年３月31日現在、林野庁「森林資猟現況」
平成９年木材需要報告霧
平成９年特用林産物滞給表
平成９年生産林業所得統il報告番

-５７-

区 分 和 歌 山 県
Ａ

全 国
Ｂ

対全国比
(A/Bx100) 本県の順位

地理開鋤卿|肘噸，
zFha 472 37,784 1.2 3０

林野面積
(林野庁｢森林資糠現況｣） 千ha 364 25,146 1.4 2５

林野率
(林野庁｢森林資源現況｣） ％ 7７ 6７ ー ８

人工林率
(林野庁｢森林費源現況｣） ％ 6２ 41 ー ６

人工林面積
(林野庁｢森林資源現況｣） 千ha 224 10,398 2.2 1７

人工林面積（民有林）
(林野庁｢森林資源現況｣） 千ha 21２ 7,952 2.7 1５

人工林蓄積（民有林）
(林野庁｢森林資源現況｣） 千㎡ 59,599 1,599,759 3.7 ４

林道密度（民有林）
(９年度末） m/ha 3.9 4.4 ー 3２

素材隼産儲
(木材需給報告密） 千㎡ 249 21,551 1.2 2６

素材需要愚
(木材需給報告瞥） 千㎡ 1,074 45,984 2.3 1４

外材輸入率（素材）
(木材需給報告書） ％ 78.9 54.0 一 ９

乾しいたけ体産最
(特用林産物需給表） ｔ 26.5 5,785.7 0.5 3０

生しいたけ生産髄
(特用林産物需給表）

ｔ 696‘６ 74,781.6 ０.９ 3６

白炭体産品
(特用林産物蒋給表） ｔ 1,741 5,410 32.2 １

さんしよう生産駅
(特用林産物需給表）

ｔ 111.5 336.0 33.2 １

林家数
(1990年センサス）

戸 29,321 2,508,610 1.2 40

林業専業労働者数
(1990年センサス） 人 1,133 76,967 2.9 2８

生産林業所得
(生産林業所得統計報告醤） 百万円 10,207 500,980 2.0 2３
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山村過疎地域図

Ｉ 山 村 ・ 過 疎 地 域

１．山村・過疎地域
２．人口動態
３．山村の年齢別人口の動き
４．「紀州・山の日」
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和歌山県振興山村・過疎・特定農山村地域図
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本轟貝山村は29市町村65埴域である。
なお、県内の山肘地凶は｡s市町村70埴域で、惟本15の癒野､かつらぎ町免四郷と天野
ブ飯山町のＨ横、吐川町の板木Eｲ逮加される。

３１ 17町村

参考特定農山村地域は、和歌山市、海南市、岩出町、日高町、美浜町、大地町を除く44市町村
御坊市（旧名田村）、白浜町（旧北富田村、旧東富田村）は一部指定
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Ｉ山村・過疎地域
１．山村・過疎地域

ポイント
「振興山村地域Ｊは、林野面積の占める比率が高く、産業基盤や生活環境

の整備水準等について他の地域に比較して一般に低位な地域である｡
：．

現在、県内の振興山村地域は、２９市町村65地域で県総面積の約63％を占め
るが、県の総人口に対する比率は66％と低い｡
一方、「過疎地域」は人口の著しい減少に伴って地域社会における活力が

低下し生産機能及び生活環境の整備等が他の地域に比較して低位にある地域
で、県内の過疎地域は､過疎地域活性化特別措置法に基づき17町村が公示さ
れ県総面積の約55％を占め、県の総人口に対する比率は、6.6％である。

和歌山県の過疎町村及び振興山村の概要 ､垂鼻,′

(注）平成７年国勢調査、和歌山県農林水産統計年報

過疎町村の要件
（１）人口に係る要件（次のいずれかに該当すること）
（ｲ）昭和35年の国勢調査人口と昭和60年の国勢調査人口による人口減少率が25％以上である

こと。
（ﾛ）人口減少率が20%以上であって、昭和60年の国勢調査人口における65歳以上人口の比率
が16％以上であること。

ヤサ人口減少率が20%以上であって、昭和60年の国勢調査人口における15歳以上30歳未満人
口の比率が16％以下であること。

（２）財政力に係る要件
昭和61年度から昭和63年度に係る財政力指数の平均が0.44以下であること。

（３）町村単位

k琴〆

振興山村の要件
・林野率75％以上かつ人口密度1.16人/ha未満、旧町村単位
・交通、通信、産業基盤、生活環境に関する施設等の整備が不十分であること

- 6 0 -

区 分 (旧町村数）
市町村数 総 面 積 林 野 面 積 耕地面積 総 人 口 備 考

過 疎 町 村 1７
ha

261,042
ha

239,926
ha

5,579
人

71,750

振興山村地域 (65）
2９

297,099 2751079 4,197 71,593

全 県 50 472,429 363,728 39,400 1,080,435

學蕊一室真 ％
55.3

％
66.0

％
14.2

％
6.6

謬山典蚕頁 62.9 75.6 10.7 6.6
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３．山村の年齢別人口の働き

ポイント
山村地域の年齢構成の推移をみると、１５歳未満の年少人口率が昭和35年に

３０％台であったものが、現在では10％台と大きく減少している。
反面、６５歳以上の高齢化率については30％を超える地域もあり急激に高齢

化が進行している。

山村・地域の年齢構成の推移

｛》
132,401
-

65才以上
（9.2）

、１浬(人） (9‘6）45～64才
(20.8)

100,000 、 97,019

89,068鵜130～44才
!（20.0)

(20.6)
8３，２２９

（14-2）人 7８，９４２

繍
73,698(18.3) ７１，５９３(24.9） (20.6）口

-

(25.2） ｰ(24.6） (296）
15～29才
（18.7）

､ (312）
50,000

(18.7）

鍵蕊蕊
(16.2） ｡

霧 《蝋脇灘鰯 鰯■

卿 ち (15.0)

腿麺Ｉ 剛
蝋麺画Ｉ 鰯鍵 讃鼠蕊 § 百

DC

穂Ｉ $醗韮襲芯簿蕊寺 〃

3 5 年 ４ ０ 年 ４ ５ 年 ５ ０ 年 ５ ５ 年 ６ ０ 年 ２ 年 ７ 年
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４．「紀州・山の日」

ポイント
和歌山県では11月７日を「紀州・山の日」と定め、県民のみなさまに森林

の恵みやそれを支えてきた山村に対する理解と関心を深めていただくため、
さまざまな取り組みを行っている。

[ 趣 旨 ］
和歌山県は昔から「木の国」といわれるように、広大な森林に澱われ、渓谷・清流・温泉な

ど豊かな自然資源に恵まれています。
このような森林・山村は、水資源のかん養をはじめ、国土保全や環境保全、保健休養の場の

提供など様々な公益的機能を発揮しており、こうした役割に対する国民の関心も高まってきて
います。
しかしながら、今日まで山を守り、育て、支えてきた山村地域では、過疎化や高齢化が進行

し、地域の活力が低下するとともに林業の不振や担い手不足等から森林・農地等の適正な維持
管理が困難になりつつあります。今後もこのような状態が続けば、さらに山村集落が衰退し、
山の荒廃を招きかねません。
こうしたことから、県民の皆様に改めて森林の恵みとそれを支えてきた山村に対する理解と

関心を深めていただき、感謝の心を育むとともに、人と山が共生する豊かな森林・山村づくり
に向けての普及・啓発を行うため、１１月７日を「紀州・山の日」と定めています。

Ｌ 弓 ゴ

[｢紀州・山の日」を11月７日とした理由］
古来から､紀州の山村では旧暦11月７日に山の神を祭り､山の恵みに感謝し、山仕事の無事と

山の繁栄を祈願する「山祭り」が受け継がれています。
「紀州･山の日」の制定の趣旨を広く県民全体に理解していただくため、１１月７日を選定し

ました。ー

[事業等の実施］
「紀州・山の日」を趣旨を普及・啓発するため、
(１)ポスター・パンフレット・県民の友・新聞

テレビ等による広報
（２）記念事業の実施

・記念式典及び記念イベントの開催
・山村振興功労者に対する感謝状の贈呈
・作品コンクールの実施と優秀作品の表彰
・山村公営宿泊施設への無料招待募集
・山村交流施設等の解放

（３）市町村等関連イベントの実施

次のような事業を実施しています。

｢紀州・山の日」
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[普及啓発イベント実績］
(1)平成６年度

日時、場所：１１月７日（月）田辺市紀南文化会館
参加人数：500人
内容：「紀州・山の日」制定記念フォーラム

・啓発映画
・記念式典、山村振興功労者・絵画作文コンクール入賞者表彰
・記念講演「自然発・味な話」村野武憲
・パネルディスカッション「魅力ある山村づくり」

(2)平成７年度
日時、場所：１１月７日（火）橋本市教育文化会館、市民会館
参加人数:1,720人
内 容 ： 記 念 イベ ン ト

・記念式典、山村振興功労者・記念作品コンクール入賞者表彰
・講演会「山の日よもやま話」柳生博
・鬼太鼓座公演
・周辺イベント

(3)平成８年度
日時、場所：１１月７日（火）和歌山県民文化会館、会館前広場
参加人数：2,680人
内 容 ： 記 念 イベ ン ト

・記念式典、山村振興功労者・記念作品コンクール入賞者表彰
・山村体験コーナー
・トークショー（フォーク歌手イルカ）
・オール吉本「紀州・山の陣」
各市町村にて紀州・山の日の関連イベント開催

(4)平成９年度
日時、場所：１１月２日（日）中津村「日高川ふれあいドーム」及び周辺
参加人数：3,000人
内 容 ： 記 念 イベ ン ト

・記念式典、山村振興功労者・記念作品コンクール入賞者表彰
・森林体験ミニツアー
紀州備長炭窯出し体験、森林宝探しウオーク、いも掘り選手権・山村体験テント村

・大自然の野球教室
・周富徳／山の幸スーパークッキングライブ
各市町村にて紀州・山の日の関連イベント開催

(5)平成10年度
日時・場所：１１月１日（日）清水町「町文化センター」「しみず温泉前広場」

及び周辺
参加人数：3,000人
内 容 ： 記 念 イベ ン ト

・記念式典、山村功労表彰者・記念作品コンクール入賞者表彰
･ KO N I S H I K I 記念講演＆チビッコ相撲
・山村ふれあい体験広場

（紙すき、コンニャク作り、しめ縄作り、うちわ作り、木工教室、
芋堀り体験、山村○×クイズ、わら草履飛ばし選手権他）

。ふるさと味の店（松茸ご飯、ちやんこ鍋、郷土寿司販売）
・程一彦「紀州山の幸料理教室・プロの味一日入門」
。のびのび野外教室（林業教室、記念植栽、バーベキュー）
・森林探検ミニツアー（樹木教室・野鳥観察、キノコ採取・試食）
・山村ふれあいミニッアー（湯浅しょうゆ他郡内施設巡り）
各市町村にて紀州・山の日関連イベント開催

、-〆

､ …
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山村地域の産業Ⅱ
産業別就業人口
山村地域の森林及び
林家数等
山村地域の農家数及び
耕地面積等
ふるさと産品一覧表
特用林産物の生産
工業の現況
山村観光客の推移および
宿泊施設数
生活環境（道路現況）
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Ⅱ山村地域の産業
１．産業別就業人口

ポイント
山村・過疎地域は、急峻な森林で覆われ平坦地が極めて少なく、一般的に

この地域は生産基盤の整備が困難で就業機会が少なく、県全体の総就業人口
の約７％である。
こうした中、山村・過疎町村の産業別人口の推移を見ると昭和40年に第１

次産業の占める割合が約60％であったのに対し、平成７年には30％に満たな
い現状にある。

産 業 別 就 業 人 口
（山村）

＝

｜
’ 痙… 蕊

１

１

27.1％40年 霧 募蕊響慈膚

(第１次産業） (第３次廉莱）

…４５年
(49,254人）

５０年
(41,442人）

５５年
(40,669人）

６０年
(37,984人）
H２年

(34,893人）
H７年

(35,680人）

議鳶鍾迩蕊鍵 3２．３

３５．７ョ“ ’煕蕊灘蕊 3５．７鶴蕊蕊鶴難灘

燃 嬢 〃 ４ ０ ‘ ’睡遍 4０．４

聯 發 繍 4 ' 2 1唖 4１．２

匪園 4６．１
哩 桑

’蕊識鷺溺 2５．７2５．７2５．７2５．７2５．７2５．７2５．７2５．７ 4６．６

(全県）ｰ

|蕊繍瀧麹 ’４０年
(481,181人）

４５年
(551,565人）

５０年
(487,213人）

５５年
(498,769人）

６０年
(495,739人）

H２年
(501,431人）

H７年
(518,212人）

43.0％野
誌

O].0yf

’廐２ﾒ'唾 4６．６3１．２3１．２3１．２3１．２3１．２3１．２3１．２3１．２3１．２3１．２3１．２

|識圃 30.9 5１．２

’蝋 2９．７ 5４．２

’蕊亜皿漁 ５６．７蕊 麺 28.3

’
5８．２

’ ’願 5９．９2８．４

(注）５５．６０．２年の全県の就業人口は就業人口は職種不明分を含まず。
資料：平成７年国勢調査
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２．山村地域の森林及び林家数等

ポイント
山村地域の森林面積は273,660haで全県の75.3%と大部分を占める。
保有山村規模別林家数は山村地域で0.1～１haの保有規模が最も多いが構

成比は全県に比べて小さい。

山村林業の地位

山村地区(A) 全 県 ( B ) ( A ) / ( B ) %

７５．３
種 別

林 野 面 穂 ( h a ) 273,660 363,569

林業就業人口（人） 2,312 90.12,082
ー

林 家戸数（戸） 9,552 29,321 32.6

資料：1990年農林業センサス（林業編）

保有山林規模別林家数

林 数家
Ｂ

構 成 比山 村 地 域 構 成 比 全 県

3,703戸 14,952戸 24-7％38.8％ 51.0％0 . 1～１h a
ロ

１～５未満

５～10未満

9,832 33.5 35.43,484 36.5

1,130 2,225 7.6 50.811.8
ー

10～20未満 683 7.2 1,288 ４．４ 53.0

20～30未満 238 2.5 373 １.３ 63.8

30～50未満

50～100未満

1 0 0 以 上

307159 1.7 1.0 51.8

1０８ 204 0.7 52.9１.１

140 0.5 33.64７ 0.4

計 9,552 100.0 29,321 100.0 32.6

賛料1990年股林樂センサス（林梁編）
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3．山村地域の農家数及び耕地面積等

農業就業人口

-

資料：1995年農林業センサス(農業編）

童屋 家 戸 数

…

資料；1995年農林業センサス（農業編）及び山村カード(H8)

耕 地 面 積

資料：和歌山農業水産統計･年報及び山村カード(H8)

-６７-

区 分 合 計
男

計 15～29才 30～59才 60才以上

女

計 15～29才 30～59才 60才以上

山村地域
実 績

構成比

11,503

100.0

4,669

(100.0)
40.6

231

(4.9）
2.0

834

(17.9）
7.3

3,604

(77.2）
31.3

6,834

(100.0)
59.4

189

(2.8）
1.6

2,316

(33.9）
20.1

4,329

(63.3）
37.7

その他の
地 域

実 績

構成比

61,857

100.0

26,237

(100.0)
42.4

1,842

(7.0)
3.0

7,914

(30,2）
12.8

16,481

(62.8）
26.6

35,620

(100.0）
57.6

1,350

(3.8）
2.2

17,076

(47.9）
27.6

･17,194

(48.3）
27.8

県 計
実 績

構成比

73,360

100.0

30,906

(100.0)
42.1

2,073

(6.7）
2,8

8,748

(28.3）
11.9

20,085

(65.0）
27.4

42,454

(100.0）
57.9

1,539

(3.6）
2.1

19,392

(45.7）
26.4

21,523

(50.7）
29.4

山 村 地 迩
県 合 言ｂｒＯｌＤ 15.7 15.1 1１．１ 9.5 17.9 16.1 12.3 11.9 20.1

区 分 総 農 家 数 専 業 １ 兼 ２ 兼

山 村 地 域
実 数

構成比

8,231

100,0

2,419

29.4

1,284

15.6

4,528

55.0

そ の 他 の

地 域

実 数
構成比

34,759

100.0

9.239

26.6

7,037

20.2

18,483

53.2

県 合 計
実 数

構成比

42,990

100.0

11,658

27.1

8,321

19.4

23,011

53.5

山村地域／県合計 19.1 20.7 15.4 19.7

区 分 計 田 畑 樹 木 園

山 村 地 域
実 数

構成比

4,197

100.0

1,978

47.1

337

8.0

1,882

44.9

そ の 他 の

地 域

実 数
構成比

35,203

100.0

11,422

32.4

2,163

6.1

21,618

61.5

県 合 計
実 数

織成比

39,400

100.0

13,400

34.0

2,500

6.3

23,500

59.7



４．ふるさン産吊一覧表
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地域名 中核産品 少 量 多 品 目 産 品

野 上 町 のかみ田舎
こんにゃく 曲山寺味噌 生石尚鳳味用 よもぎもち ’＃睡品(隠目膳､壕■たわし，■且樟■のアクセサリー） 麹(ﾐｶｿ､維撫ｽﾓﾓ､ｽｲｶ）

美 里 町 柿 キウイフルーツ さんＬよう ス モ そ 圏 艮 曲山寺味用 鯉 耳

桃 山 町 胤 化 ホ 高冷蛸野英 平８驚怖 ス モ そ 落紫果樹(桃､梅） 花 卉 ア マ ゴ

粉 河 町 櫛 高冷亀野蕊(エソドウ､ｲｿｹｿ､キュウリ､ﾅｽ､ホウレソ草） 良産掴エ品

橘 本 市 柿 1研(ｼｬｸﾔｸ､ｶｰﾈｰｼｮｿ） 千 両 梯 ミ ョ ウ ガ

かつらぎ町 串 伸 経 茸 葡 ホウレン草 ト マ ト 山 プ キ 伴 う ソ サ サ ユ リ 国ワサビ 木竹工品･米

高野口町 櫛 Ⅱ 秋 菊

九度山町 樟 雁 。 ホ 桃 償 ア ユ

高 野 町 高野マキ ミ ョ ウ ガ 高冷地野英 農タバコ 雁 卉 ホ エ 品 自 思

花 園 村 プナシメジ ワ サ ピ 高野マキ等 葛 こんにゃく 味 財 風エ山蕊

広 川 町 うんいうみ糊， 千 両 花 卉 惟 郵 タ ケ ノ コ 黒 竹 跡(ｼキミ､ｻｶｷ､ﾋｻｶｷ）
金 屋 町 ミ カ ソ シシトウガラシ 舟鳳肝莫(トマト､キュウリ） 私き(スプレー蘭､バラ､カーネーショソ） 陛 奪 落葉果樹（柿.梅，

スモモ等）
清 水 町 花 卉 同 妄 品 山 蕊 纂 県 閥冷亀野蔓 ＃産煎エ ホ 崖 畜 産

日 高 町 黒 竹 サ サ ユ リ 米 海 産 物

川 辺 町 花 卉 千 両 脚 展林水壷加１ ウ ス イ 日 長 償

中 津 村 ホロホロＡ 侮 千 両 サカキ・シキミ 八 ｍ 紺 惟 郵 日 長 良

腿 神 村 脚 脚ﾄﾚｯｼｿｸﾞ 風 艮 侮 刷 子 柚 ぺ Ｌ 柚 子 酢 乾 憧 琢 陛茸個鐡 ｇ神味噌

美 山 村 椎 茸 自 花ホ（千両） サ カ キ 岡野マキ ヒ サ カ キ 柚 子

印 南 町 千 両 シャクヤク ワ サ ピ 宙 山 翼 鷺員花卉 菊

南部川村 関 日 長 炭

田 辺 市 傷 ミ カ ソ ス モ そ 雁 卉 男 日 長 良 山 奥

白 浜 町 花 升 レ タ ス ミ カ ソ ピ ー マ ソ 梅 農産加工品

上窩田町 ミ カ ソ 冑 ス モ そ レ タ ス 花 卉

中辺路町 脚 樫 琢 シ シ ト ウ ブロイラー 花 ホ ホ林伽エ Ｌめなｂ

大 塔 村 ツキミ等 し め じ 侭 茸 牌 シ シ ト ウ ホ 僕 島 風 肉

日匠川町 脚 蕗 レ タ ス ｳスイエソドウ 花卉・稲ホ ホ 僕 千 両 大 風 Ⅱ英伽エ品 ホエ興品

〈“エビ･鮎 飼 肝 牛 Ｍ圃嘱・葎 慢 茸 シ ソ

すさみ町 悔 イ ノ プ タ ホ 炭 肥 卉 レ タ ス 杉 ・ 槍

串 本 町 花 卉 千 両 キ ソ カ ソ

新 宮 市 風#産物伽工品 椎 琢 粟 イ チ ゴ 粛軍累ホ 雁 卉

那智勝瀧町 イ チ ゴ 展 慕 シ シ ト ウ シ キ ミ 有目肝菓 さといも 果 樹 ９ ホ 良 ボ ソ カ ソ 目産国エ品

古 座 町 ボ ソ カ ソ 値ヒジキ 花 卉 噸嚇･苗ﾎ） シソジュース及びジャム 味 咽 うつぼ掛魚 干物（アジ、イワシ）

古座川町 柚 子 雁 卉 応 ホ 惟 算 ホ 炭 圃 苗 キ ジ 肉 鮎与圃エ

熊野川町 里梱イチゴ 柚 子 雁 木 味 呵 ゴソニャク 民 芸 品 木 工 品 t h w 可 紀冊地周

本 官 町 凝 茶 花 卉 肝莫飼工(涜物､シソｼｭーｽ） 杉・柑苗 '卜径飼工材 圃 野 牛 脚釦工＆ 乳製品（ソフトクリーム）･木炭

北 山 村 ジ ヤ バ ラｲ､怪ホ魚エ ｔ 山 国



5．特用林産物の生産

ポイント
・和歌山県で生産されているきのこ類は、シイタケ、ブナシメジ、エノキタ
ケ、ナメコ等であり、最近では菌床シイタケの生産量が増加傾向にある。

・本県特産の紀州備長炭は、本物志向の高まりの中、根強い需要がある。生
産者の高齢化が進行しているが、若年層の新規参入もみられ、生産量は回
復しつつある。

。シキミ・サカキ・ヒサカキの生産量は、栽培化も進み、全国有数の生産量
を誇る。
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６．工業の現況
(単位：人・％）

､…

(注）山村カード（８年）及び工業統計調査結果報告書による。

＃）

-７１-

区 分
振興山村地域

実 数 構成比

その他の地域

実 数 構成比

県 合 計

実 数 構成比

山村地域
県合計

木材・木工
事 業 所 数

従 業 者 数

6５

420

18.5

13.2

1,079

7,203

19.7

10.2

1,144

7,623

19.6

10.3

5.7

5.5

縫 製・繊維
事 業 所 数

従 業 者 数

9６

845

27.3

26.5

1,529

14,084

27.9

20.0

1,625

14,929

27,9

20.3

5.9

5.7

食 料 品
事 業 所 数

従 業 者 数

5２

592

14.8

18.5

789

8,797

14.4

12.5

841

9,389

14.4

12.7

6.2

6.3

機 械 ・ 金 属
事 業 所 数

従 業 者 数

2６

476

7.3

14.9

657

10,025

12.0

14.2

683

10,501

11-7

14.3

3.8

4.5

そ の 他
事 業 所 数

従 業 者 数

113

860

32,1

26.9

1,423

30,433

26.0

43.1

1,536

31,293

26.4

42.4

7.4

2.7

計
事 業 所 数

従 業 者 数

352

3,193

100.0

100.0

5,477

70,542

１００.０

100.0

5,829

73,735

100.0

100.0

6.0

4.3



７．山村観光客の推移および宿泊施設数

ポイント
・山村観光客は、本宮温泉郷が増加したが、高野山、龍神温泉は、減少傾向
にある。

・山村地域の公営宿泊施設の割合は13.5％でその他の地域に比べて高くなっ
ている。

<山村観光客の推移＞
単位：千人

40 4５ 5 0 １ ５ ５ １ ６ ０ １ H ２ I H ８ H ９ H10

高 野 山
龍 神 温 泉
本宮温泉郷

1,130

２２

９９

1,055

４２

１４８

1,196

４６

1,241

４６９

２５８

1,155

４６３

３３２

1,237

６５６

４１０

1,280

７５８

1,211

７２３

1,115

７0６
-

193 529 524 529

山 村観光客の推移
一←高野山・ -■一一■神逼泉一士一本宜謹泉■

千人１ ” 告 缶 ■ ● ､ ■ - - - ̅ で 一 ● ● ● ● ● ＝ 凸 ｡ ■ 口 早 一 』 ■ 一 号 号 令 一 一 一 Ｆ 一 一 ● ｡ - ■ ｡ ■ - - ■ ■ ■ ■ ■ ● 子 ニ ュ ー ● 令 一 一 今 ｡ 一 一 一 ． 一 一 一 凸 一 一 七 ■
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資料：県観光課剥く

｛》
<宿泊施設数＞

(単位：戸・人・％）

計 一 般 旅 館 公 営 宿 泊 施 設 民 宿

散 収 容 人 員 数 収 容 人 員 数 収 容 人 員

1 1 2 1 5 , 6 6 7 ３ ５ 2 , 4 9 3 １ 1 ３ 2 , 9 0 2

4 3 ｡ 1 ７ ４ ４ １ ３ ｡ ５ １ １ . ８ ４ ３ . ４ 1 3 . 8

5 9 9 5 1 , 4 7 2 １ ２ 3 , 3 4 1 ２ ９ ８ 7 , 5 3 9

6 5 . 9 ８２．６１．３５．４３２ ‘８１２．０

７１１ 6 7 , 1 3 9 ４７ 5 , 8 3 4 ４１１ 1 0 , 4 4 1

6 0 . 8 ８ ０ . ５ ４ ０ ７ . ０ ３ ５ ｡ ２ 1 2 . 5

1 5 _ 8２３ _３７４ .４４２ .７２７ .５２７ .８

一 般 旅 館 公営宿泊施設
区 分

数 収容人員 数 数 収容人員 数収容人員
山
村
地
域

実 数 260 21.062 1１２ 15,667 3５ 2,493 11３

柵成比 10() 1()0 43.1 7４４ 13.5 1１.８ 43.4

鋤の他幽県合計

実 数 909 62,352 599 51,472 1２ 3,341 298

柵成比 100 100 65.9 82.6 1.3 5.4 32.8

実 数 1,169 83,414 711 67,139 4７ 5,834 411

柵成比 100 100 60-8 80_5 ４0 7.0 35.2

山 村 地 域̅凛一苔一軒 22.21２５．２

資料：山村カード（８年）及び観光客動態調査による。
-７２-

～



８．生活環境（道路現況）
(単位 : k m ･ % )

…

-

資料：山村カード（８年）及び通路統計年報による。
（）は､それぞれ改良郡及び舗装率である。

-７３-

区 分
振 興 山 村 地 域

実 数 構 成 比

県 全 体

実 数 櫛 成 比

国 道

改 良 済

舗 装 済

529

319

492

13.6

(60.3）

(93.0)

999

643

969

8.1

(64.4）

(97.0)

主 要 地 方 道

改 良 済

舗 装 済

380

148

310

9.8

(38.9）

(81.6）

900

352

843

7.3

(39.1）

(93.7）

一 般 県 道

改 良 済

舗 装 済

421

168

383

1０.８

(39.9）

(91.0)

904

204

850

7.3

(22.6）

(94.0)

市 町 村 道

改 良 済

舗 装 済

2,562

746

1,604

65.8

(29.1）

(62.6）

9,534

3,232

7,532

77.3

(33.9）

(79.0）

計

改 良 済

舗 装 済

3,892

1,381

2,789

100.0

(35.5）

(71.7）

12,337

4,431

10,194

100.0

(35.9）

(82.6）
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資 料
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森林資源現況表
樹種別面積
森林資源構成表（全県）５条森林
林業生産及び生産額の推移
林業地域の指定市町村一覧表
民有林林道延長一覧表
林業就業者数の推移
林業研究グループ及び会員数
山村地域（振興山村）現況一覧表
林務関係行政組織図
和歌山県林業関係団体一覧表
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１．森林資源現況表
平成１１年度

司 曲

’ 積
ｈ

『§丁'５５
１１２
１７６
１７０

遥渉ノ

,７６７,７０８
、画生ノ3９８，８２５■

7２．２４ 6３ｐ 、

１５３，０３４
.４１８．９９０
，７６５．９７６

鵠十鵜
７９６，００２

，１４０，５９６
，１４２，４０９
８９６，６４３

，３７５，３８８
．２３７，１６９
，５２９．７６４
,４９１．２７６
,482,1８9
，４２５，８９４

６３,７００
6３８，
２４５，
５８３，
４６９，

6６６
１１６
５８８
０２７

、

、

〃

、００８．２２０
ｑｌＲ堂畿

恭 小 歎 思 以 卜 を 四 措 立 人 し た た め 谷 計 と 内 駅 か 一 叙 し な い こ と が あ る ０

-７６-

区域面秘
(ha)

林
野
率
％

林 野

面 菰
(ha)

材 積
m３

面 積
(ha)

有 林

材 積
m３

県 計

７
８
９
０
１

１

１

４７２，２８５
４７２，３７３
４７２，３７６
４７２，４５４
４７２．４５６

７．１
７．０
７．０
７．０
７．０

３６４，１９９
３６３，９３８
３６３，７２８
３６３，８４６
３６３．９３０

８０，４８８，１１５
８２，１７６，２６１
８３，６１２，９８８
８５，２３７，２６９
８６．９３６．７９８

１９,１９３
１８,９７４
１８，９４２
１８，９４４
１９,００４

4２３
５０６
１７６
１９３
５２８

９

分

、

９

白

6０３
８０２
８７０
８８９
０８５

〃

、

Ｄ

ｐ

●

２
２
２
２
３

３４５，００６
３４４，９６４
３４４，７８６
３４４，９０２
３４４．９２６

ｐ

、

、

、

●

8８４
３７３
７４２
３４８
８５１

り

り

Ｆ

ｐ

口

７

９

０

２

３

海

草

和 歌 山 市
海南市
下津町
野上町
蕊困町

計

2０,８３２
６,１３５
３，９８３
３，８５６
８．９４５

４３，７５１

０

９

６

６

７
』

２５６
８１８
１４０
４１３
２２０

、

、

９

，

，

６

２

１

２

７

1９．８４７

９７３，１３５
４６２，７０８
１４６,２８１
４５７,７１１
９８０．０８０１

4，０ ９,９１５

４３５

。 3５

３５，３８９

3５．３８９

８２１
８１８
１４０
４1３
２２０

９

９

９

，

■

５

２

１

２

７

１９．４１２
那

賀 優

田町
河町
賀町
山町
隙川町
出 町
Ｈ

４，８４５
７，７７３
２，８１２
５,１７５
２，２４９
３．８５０

２６．７０４ ６

６

４

６

４

９

６

７

2，４０５
４，３０５
１，１１３
２，５５５

４２５
１．６７８

1２,４８１

５２８，８４２
２９１，６９３
３０８，０２８
６６８,１６５
６４，０１８

２１３．６２０

ｐ１

3，０７４．３６６

1７２

３０２
４７４

1４．５２７

１４．５２３
2９．０５０

２，２３３
４，３０５
１,１１３
２，５５５

４２５
１.３７６

1２,００７

伊

都

橋 本 市

鰕謡町
九度山町
高野町
花 園 村

計

1１,０１８
１０，４２９
２，００６
４，４１９
１３,７０８
４．７４４

４６．３２４

０

０

９

４

９

０

６

6，８２６
５，５２３

９４１
３，２８８
３，０１４
４．５０５
１

3４．０９７

8９７，８１２
５２３，２８６
２１３，７９４
８６５，１４２
８８６，４１８
４８８．８１９

９

０

ｐ

●

１

9．８７５．２７１

2，２３６

2．２３６

3９６，８８９

３９６．Ｉ

６，８２６
５，５２３

９４１
３，２８８
０，７７８
４．５０５
１

３１．８６１
紀 北 言 １１６．７７９ ９ 6６．４２５ 6．９６９．５５２ 3,１４５ ４６１．’ 6３．２８０

有

田

有田市
湯浅町
広川町
吉備町
金屋町
清水町

計

6９１
０８０
５３１
６３７
９４４
５９６

８

９

、

、

、

●

３

２

６

３

１

９

１

１

４７．４

０

８

８

０

８

５

０

6６６
７６６
８８６
０１９
３３３
５４３

９

０

、

●

４

１

８

７１
3３．２１３

９９，４６６
１２８,３９６
８５０，９８３
１６６，５９２

１，４８８，５１６
４．８３９.４３０
7．５７３．３８３

1．４６６
1．４６６

4０３．９８９
4０３.９８９

６６６
７６６
８８６
０１９
３３３
0７７

ｐ

ｐ

、

●

４

１

８

６１
３１．７４

日

高

御坊市
美浜町
日高町
由良町
川辺町
中津村
美山村
龍神村

南部川村
南部町
印南町

３７８
２７９
６４０
０７１
５９７
７０２
８６２
５１３
４１８
６０８
3６０

、

８

０

９

９

０

、

、

９

０

●

４
１
４
３
７
８
６
５
９
２
１

１

２

１

９５．４２８

２

９

２

８

７

９

３

２

２

５

２

●

Ｇ

●

■

。

■

■

、

●

●

●

、７

６３０
６００
０７２
８９８
２９７
８２３
８９５
２７６
０８４
１０８
3２１

ｐ

９

９

９

Ｂ

ｐ

ｐ

、

ｐ

■

１

３

１

５

７

５

４

７

１

８

１

２

77.00

2００，５５４
９１，２６３

３８６，１２３
２６３，１１９
９０８，８３３
７１４,２０８
９４５，６９４
６５７，２３２
４８１，４７１
１５３，０３４
４７１．３２５

９

９

ｐ

ｐ

●

１

３

６

１

１

1７．２７２．８５６

１

１

ｐ

■

９1

２７
２５１
５３３
７３

4９1
3，４６６

５，１３２

３,８１２
１７７，９８６
２５８，４０７

９，２０８

５２．３３５
5０６．８８０

６３０
６００
９８１
８９８
２９７
７９６
６４４
７４３
０１１
１０８
８３０

ｐ

、

０

，

０

，

、

、

ｐ

■

１

２

１

５

７

４

２

７

１

７

１
２

7３．５３８
紀 ｑ 計 1４２．９０７ Ｉ 1１０．２１ P 2４，８４６．２３９ 4，９３２ 9１０．８６９ 1０５,２８５ ３

-

９３５
-

西

牟

輿

田辺市
白浜町

中辺路町
大塔村

上富田町
日腫川町
すさみ町
串本町

胃十

6４２
４７０
１９５
９０６
７４９
６３１
４７０
９７６

９

９

８

，

、

，

分

●

３

６

１

１

５

３

７

８

１

２

２

１

１

１０９．０３９ 。

８
６
５

２
４
１
８
５

。D● ４

７，６０８
４，３７５
９，８２４
１，０７３
３,７０２
２,０１１
６,２１９
７,２３０

１

２

１

１

9２．０４２

3０５
３３５
００４
０４５
５８９
３８８
７８３
００５

９

９

、

，

，

、

ｐ

●

1,３７３
７９６

５，３９７
６，２８３

９０３
３，３７５
４，４４０
１．５３０

2４.０９９．４５４

5５
７３
３０
５６

９８

４

３

０

り

９

９

０

■

４

０

■

且

ｑ

■

凸

1２
4．０２４

3３３
４０８
６３６
９４６

６１４
２４１

ｐ

、

ｐ

分

2５６
１４０

６

２０３

6０８．１７８

７,６０８
４，３２０
８，３５１
９，７４３
３，６４６
２,０１１
５,１２１
７｡２１８

１

１

１

１

8８．０１８

東

牟

婁

新 宮 市 ．
那智勝浦町
太地町
古座町
息座川町

野川町
町
村

宮
山

本
北

計

７，９６６
１８，３４０

５９６
４，６００
２９，４５２
１７，５４７
２０,４０６
４．８２１

１０３,７２８

２．６
７．８
５．０
１．５
５．９
５．４
２．８
５．０
､８１

５８３
０９９
３２８
７５０
２４２
７３７
９２７
５８１

９

８

，

〃

、

、

●

６

６

３

１

2８
６

８

４

１

１

9５．２４

1，６４８，５６０
３，４７９，９１３

６３,７００
６３８，６６６

６,３９８,８００
３，６８６，３８３
４，０４９，３９４
１．０５６.１３７
l,０２１．５５３

３９

８９８
２５０

８５３
９７９
５１２
４１１

６．９０３

1６６,３７１
５４，０１９

１５３,６８４
１０２,７９５
５８０，３６７
４７．９１７

1．１０５．１５３

５，６８５
１５，８４９

３２８
３，７５０
２７，３８９
１５,７５８
１５,４１５
４.１７０

８ ､ 3４４
紀 南 計 2１２．７６７ ､０１ 8７．２８１ ４５.１２１=００７１1０.９２７ 1．７１３.３３１ １７ ､３６２



３
１２
３
７
１

１７

-７７-

人口

蕊蕪
5３２
５３２
５３２
５３２
５３２

７３，９８８
７３，９８８
７３，９８８
７３う９８８
７３．９８８

３４４，４７４
３４４，４３２
３４４，２５４
３４４,３７０
３４４．３９４

７７，８１０，７０４
７９，２９９，７６７
８０，６６８，８２４
８２，２７４，０８８
８３，７７７，２８２

２０９，８７８
２０９，９７４
２１０,０８５
２１０，１４８
２１０,０６７

５９,５５６,７０１
６０，８４６，５７８
６２，０６９，８５９
６３，４２５，６７６
６４．７２０．８９６

１３０，３０５
１２９，８８９
１２９，６２１
１２９，６８５
１２９．５８６

１８,２５４,００３
１８,４５３,１８９
１８,５９８,９６５
１８,８４８,４１２
１９,０５６.３８６

4,２９１
４，５６９
４，５４８
４，５３８
４．７４３

6０．９
６１.０
６１．０
６１．０
６１．０

1，０８０，４３５

０

５

９

３

０

１

２

1，４８７
６２１

３，５３９
３６１

０

5，８１１
２，８１３
１,１１１
２,４１０
７．２２０ Ｉ

9３
４６
１４
４５
９８

;，２５９
2,０８７
２，７４２
r,３５０
)。０８０

１Ｐ

４１0
７４７
７０

０６０
５．４１１

１０９，５６０
２０６，５３８
１８,１７４

３０３，９６０
７９７．９９７１

5，２０４
１,９１３

９６６
１,１７１
１．３８５

８２６，６９９
２５５，５４９
１２４，５６８
１５３,３９０
１８２．０８３

１９７
１５２
７５
1７９
４２４

７
６
６

２

4４
７４

１
６
３
０
９

3９３，８８５
４７,１９５
１５，４３９
８，９５５
４．４２３

４７ 6.００８ 1９．３６５ 3．９７８,５１８ ７．６９９ 2，４３６，２２９ 1０．６４０ 1，５４２．２８９11,０２７１3９ ８ 4６９．８９７
1,２２１
１,９６１

４５１
９９１
1２1
５５７

２２４
２９３
１１０
５４８
４２４
３７１

り

り

９

１

●

２
４
１
２

１

5１３，０９４
２８９，７３２
３０７，５７７
６６７，１７４
６３，８９７
１９８．５４０

、Ｉ
８４９

２，８５９
７１３

１,３６１
1３

１３２

３０３，２７１
１,０２９,３７０

２４３,３０４
４８０,１７２

４,８０３
３８．４７６

1，３３２
１,３９９

３７７
１，１４７
４０４

１.２２０

2０９，８２３
２６０，３６２
６４，２７３
１８７,００２
５９，０９４
１６０.０６４

４

５

０

０

７

９

４

３

２

４

１

3８
６６
６４
５３
３

９

２
６
２
４
１
６

1４，６３５
１７,０１６
９,１０３
８，０２６

２０,０２２
４１．５５０

5.３０２
20
４

１
１

り

り

〃

か

2６６
８５１
６３０
７４３
０３４
２５５

2８．７７９
4０．０８９

7６０
２１８

０

４

０

０

５

1．０３２
3０５

０
０

４５７
２９６
１８２

０
０

５５
８５
１５８

1１．９７ ）
6,７１４
５，４８８

９３７
３，２７６
０，７７３
４．５０３

１

３１,６９１
6３．０２７

６６0
7６４
８８６
０１８
３３３
０７７

９

Ｆ

ｐ

台

４

１

８

６１
3１，７３７
１，６２２

６００
２，９８１
１，８８７
５，２９１
７，７９２

１４，６４４
２２，７４３
７,０１０
１，１０５
７．８２５

3,０４０．０１４
1，８７７，５４６
１，５１８，４３５

２１３，１６４
８６３，３９９

３，４８８，４９５
１，４８８．５６４
9．４４９．６０３
1６,４６８,１３５

９８，７０６
１２８,１７８
８５０，９８３
１６６，５３８

１,４８８,５１６
４，４３５．４４１
7．１６８．３６２

2００,２４９
９１．，２６３

３８０,９９１
２６２，６６２
９０８,５３７
７１０,２１４
７６７,７０８
３９８，８２５
４７２，２０８
１５２，９４９
４１８．８３２

Ｄ

Ｂ

り

り

凸

１
３
６
１

１

５，９１ ７
４，３０９
３,８１７

５０９
２，１３２
８，５６６
３，９６２

２３．２９６
３６．９２２

２

４

９

９

３
１４６
５２７
１９７
３９２

1３．７６３
２１.'0２８

３６
７９

３７４
２４２
９４３
５２９
８３７
１９７
８２１
１７９
５２８

ｐ

Ｏ

９

Ｐ

０

，

１

５

８

６

３

３

I

2,０９９．３９６
1，４１８，２６５
１,２９０,５０４

１４６，５７１
６９１,０２０

３，０１０，０４３
１，４３４.４１８
７．９９０．８２１

1２,５２６．４４６
１,０５０
８，９６３
７，２９５
０,２８１
２，８６２
８．５９２

３
３
５
８
４

５

９

１４
5．‘ ５９．０４

９，８４７
２４，２６１
８３，８９３
６６，２２９

４９６，４２５
４４６，９３２
７９１，１０７
５５３，８１１
１０５,９１３
４１,５６７
８８７．８９７

〃

ｐ

ｐ

９

１

２

５

１

5．８８ ）
2，３３７
１，５２５

３９６
１，１０２
２,１６３

４０８
7．９３０

2４．４４９
６５０
６１３

２,２４１
８０７

３，８４８
１，９００

1０．０６０
１，５７１

５１４
２，４８４
１，６１３
３，３２９
２，２２４
５，７００
６，２１５
３，１２６

９１１
４．２７８

9４０．６１８
2８１
９３１
５９３
３７９
４５２
１４６

３

５

２

９

９

■

４５９
２２７
６６
１７２
４７８
５４

1．４５８．７８２
３．９４１．６８９

９７，６５６
８９，２１５
３１３,６８８
１１６,２５７
５０５，６５４
２８６．８４９

1．４０９．３１９
１９０,４０２
６７，００２
２９７，０９８
１９６,４３３
４１２,１１２
２６３，２８２
９７６,６０１
８４５,０１４
３６６，２９５
１１１,３８２
５３０．９３５

１６４１』
６７
１４６
３２
４２
４４
１３３
４６５１

1,６５６１
７
４

１１８
１４
９３

４１３
６４９１
１５
６

１２４
３２
１９
３９

１０７
３３２
６３
１４
１８

９ ５
４

９

４

５

９

８

２

６

３

１

５

０
P３ ５
８ ６
０

９

１

９

２

５

５
１
７
４
７
６

６．
２．２
３．２
２．５
２．８
６．７
１．０
０．３
１．２
４．５
６．２
５．１

1１０．３５２
5３，４６９
２１，３９３
１５,８６０
６，６６１
６，３８６

６５９
１０４.４２８
6８４．６７７
3４，２８３
１６,０６７
８，７３５
１４，１１１
１０，０８１
５.５１１

８8．７８８
2８，５１０
８，９１９
６，９２６
８，０５６
６，７９０
２，５０４
２，２６２
４，６４２
６，６６３
８，２４４
１０．０７７３８ 1．５３８ 7３．５００１1６．７６４．４３８ 4０，７６６ 1２．５０７.８８２ ３１．９６４ ４．２５６． 5６ ７７０１ 5．５ 9３．５９３

４７ 2．５７０ 1０５．２３７１2３，９３２．８００ ６１．７９５ 1８,２６６．９２５ ４２．０２３ ５，６６５． 7５ 1．４１９１ ８．７ 1８２.３８１
５７
５６1
０

０

０

０

０

０

7，４５３
１,１１９

０
０
０
０
０
０

２
７,５５１
４，１６４
８,３５１
９，７４３
３，６４６
２,０１１
５，１２１
７．２１８

１

１

１

１

８５２
８８３
５９６
４０９
６４３
３８８
１６９
７６４

３

９

，

、

Ｐ

、

９

■

3６５
７７４
１４０
１４２
８９６
３７５
２３７
５２９

Ｄ

Ｐ

ｐ

け

Ｐ

Ｇ

１

５

６

３

４

１

2，６３９
１，６６２
４，０８３
４，２０４
２，７４５
７，８１２
０，４２２
３．５００

１

１

Ｉ

1８５
２０２
８９５
７９８
８１５
１８６
５７３
５３８

ｐ

９

〃

９

〃

〃

Ｐ

■

7０２
４１８
５２０
２４０
7６８
７４４
５９３
０５１

、

〃

，

，

、

４

５

２

３

１

7７１
４８３
１１３
３７９
８６３
１４３
５８４
６８０

０

９

０

９

Ｄ

Ｐ

９

４

２

４

５

４

４

３

６６３，６６７
３５６，６８１
６１９,７０１
９０１,６１１
１２７,８２８
６３１，２０２
６４３，５９６
４７８．２２６

1４１
２０

１５５
１６０
３８
５６
１１５
３８

９
９
７
９
３
０
９
５

■

●

■

中

ｃ

ｃ

●

●

■

2４６
７３１
８６３
２８５
７５２
１８５
０６６
３８２

ｐ

，

，

Ｐ

９

９

，

■

7０
1９
３
３
１３
５
６
１６

２１３ 2８．５７２ 8７．８０６ 2１ 、４６２．７０４ 5７．０６８ 1９．０４０.１９２ ３０．０１５ ４．４２２．５１２ ７２ ’ ５０ 1３８．５１０７
０
０
０
０
０
０
１

１ ６

０

０

０

０

０

０

１

０

５

６

１

Ｆ

２ ５，６６８
５，８４９

３２８
３，７５０
７，３８９
５，７５８
５,４１５
４．１６９

１

２
１
１

1,４７９,５８３
３，４２５，８９４

６３,７００
６３８，６６６

６，２４５，１１６
３，５８３，５８８
３，４６９，０２７
１．００８．０６９

4，４５３
８，７７１

１１５
１，３７９
６，２５２
９，６６４
０，６９５
２．９５３

１

１

1,２９２,６９５
２,４２２,２１４

３７,１７８
３４３，４８３

４，４３９，５５０
２，７３８，３４１
２,７８１,００３

８３２．８６９

１，１５６
６，９１６

２０６
２，２９６
０，９２１
５，９２４
４，５５８
１．１２１

１

1８６,８８８
１,００３,６８０

２６，５２２
２９５，１８３

１,８０５,５６６
８４５，２４７
６８８，０２４
１７５．２００

５９
1６２

７
７５
２１６
１７０
１６２
9４

３．６
ｉ、３
i .1
３．８
〕、３
１.３
)．４
)．８

3４，１３４
１９,９４３
３,９０７
６，１３９
３，８８４
２，１４４
４，１２３

５９３1８ 2，７５７ ８８．３２５ 1９,９１３,６４３ 5４．２８２１1４．８８７．３３３ ３3，０９８ 5，０ 6,３１０ 9４５１ ，５ 7４．８６７
2３１ 8１,３２９ 1７６．１３１ ４３，３７６，３４７ 1１１,３５０１3３．９２７．５２５ ６3,１１３ ９，４ 8．８２２ １,６６８１ 3．２ 2１３．３７７



２．樹種別面積
平成11年度

､唾≦ノ

廷ヅ

※小数点以下を四捨五入したため各計と内訳が-. .致しないことがある。

-７８-

、
、

、
、

、

市町村名へ、
スギ

ha

人工林

ヒノキ
ha|到麗割慕、 マ ツ、

天然林
その他
針葉樹

ha|腰割 計
ha

針蕊樹訓

h3

広業樹針

ｈａ
県 訓 ． ９０,０５８ １１４,１ ４ 5.05 7８９ ２I０,０６７ 7,８１４ 1,１０８ 1２０．６６３ 1２９,５８６ ２１８,２００ 1２ .４５２

海

草

和歌山市
海南市
下津町
野上町
美里町
計

8６
2５５
２７

4９６
３ ３９
4， 0３

４

５
2,0
3.0

９
0
４
６
６
４

２５

1

４
３２

2５
6９
０
６
I０

１１０

410
7４７
7０

０６０
4１１
6９９

1,１８８
8７
３

２２
５２

1,３５１

1１
７
1８

4,０１６
1,８２７

964
1,１３９
1,３２５
９．２７１

5,204
1,９１３

9６６
１,１７１
１,３８５

１０,６４０

１,５７４
7６５
7２

１,０８６
5,460
8，９５８

,０４０
896
9６４

,１４５.
，３３６
,３８１

那

賀

打田町
粉河町
那賀町
桃山町
貴志川町
岩出町

計

4６
Ｉ 2８

７７
60１

３
５１

2．４０５

３ ３
1，５６９

4２２
7５８
1０
６1

3,１６５

1５６
1５４

８
１

２
３２０

４
８
６
Ｉ

1８
3７

8４９
859
7１３
3６１
１３

、１３２
5，９２７

１５８
539
６３

2９３
８３

1４５
1,２８３

０
1５

1５

1,１７３
８６０
2９８
854
３２1

1,０７５
4，５８２

１．３３２
1，３９９
3７７

1，１４７
4０４

１,２２０
５，８８０

１．００３
3,390

7８５
1，６５４

9６
2５９

7．１８８

１７７
868
304
8５５
3２１

1,０９３
4，６１８

伊

都

橋本市
かつらぎ町
高野口町
九度山町
商野町
花園村
計

1．７６７
1.８４

１５
９５

3６６３
・２，９５

1１，３０

1，８８１
1.８３０

１７４
９８７

4，５４４
８３０

1０,２４６

４５０
1２４
7６
１７４
3８２
1６６

1,３７１

2１２
2２
100
1７
５

1３
3７０

4，３０９
3.８１７

5０９
2，１３２
8，５６６
3，９６２

2３．２９６

984
２１３
９２

1９１
７９９

８
2，２８８

1０
0

３
8６
０

100

1.３４２
1,３１２
3０４
9０７

１.２７８
3９９

5，５４１

2，３３７
1．５２５
3９６

1,１０２
2．１６３

4０８
7．９３０

5,092
4.008

5０１
2．３１０
9．４４６
3．９５９

2５．３１５

1,５５４
1．３３４
４０４
９２４

１,２８３
４１２

5,９１１
紀 北 計 1７,９１ 1６，４７４ 2.014 5１７ 3６．９２２ 4，９２３ 1３３ 1９,３９４ 2４，４４９ ４１,４６０ 1９,９１０

有

田

有田市
湯浅町
広川町
吉備町
金屋町
消水町

計

４
4７９
５６

1，４７９
8．９３９
１０．９９６

0
10４

2,０１
８

2,８０
。
■
ｈ
凶
Ｕ
口

40７０
固
口
■
岨
■
。

9．７０
・
田
田
口
凹
申

！
3５
5８
8６
１１１
2９２

１

２

2２
IO
3４

３
1４６

2，５２７
1９７

4．３９２
1３，７６３
2１，０２８

8０
3１
1５
1３

1７４
100
４１４

Ｉ
0

1３
1６
3０

5７１
5８２

２，２２５
794

３．６６１
１,７８４
９,６１６

650
613

2,２４１
807

3.848
1,９００

10.060

8２
１７８

2,５４１
２0

4，５ ８
1３．８ ９
2１．４ ８

5７２
5８２

2，２２７
７９４

3,682
1．７９４
9．６５１

日

商

御坊市
奨浜町
日高町
由良町
川辺町
中津村
美山村
剛神村
南部川村
南部町
印南町

計

９

1０５
5１

５２１
1.９８７
5，２４８
9,２２１

８９４
5７
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1,0
27

1
■

■
■

■
■

q
■

■
■

■
■

2,3
32

2,2
41 9１

96
5

- q
■

■
■

■
■

1,7
44

１,６
７９ 6５

72
2

一 ー

1,6
08

1,5
54 5４

68
2

一 1
■

■
■

■
■

1,7
33

１,６
７２ 6１

73
7

- 一

１,８
０７

１,７
４０ 6７

768
I■

■
■

■
■

-

1,8
13

1,7
41 7２

79
0

4
■

■
■

■
■

-

積
;き
の
こ
幕

を
シ
イ
タ
ケ

生
シ
イ
タ
ケ

エ
ノ
キ
タ
ケ

ヒ
ラ
タ
ケ

マ
メ
コ

プ
ナ
シ
メ
ジ

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ

95
6 7３ 43
2 1１８ 253 8０ 0

1,0
73 264 507 7２ 178 5２

951 7３ 42
3 １１８ 254 8３ ０

99
0

25
9 440 6５ 1７３ 5３

851 7３ 434 1１７ １２0 8５ 2２

1,0
39 29
3

45
5 6９ 16
7 5５

-

1,1
99 5７ 584 １１７ 22
5 8５ 1３1

1,0
73 23
0

584 6２ 14
6 51

1００
５１ 4７ 625 7２ 1８ 8８ 201

854 211 591 3９ 1３
一

967 4５ 62
2 ０ 1９ 9０ １９１

77
0

16
7

591
0 1２

一

90
7 4２ 539 7２ 2５ 109 １２０

93
3

17
0

57
0 3０ 7７ 8６

93
0 3３ 605 8６ 2４ 10９ 7３

98
3

139 68
3 3３ 4５ 8３

1,0
11 2７ 69
7 8５ 1６ １０９ 7７

1,0
18 119 73
8 3２ 4９ 8０

林
野
副
産
物

kつ
た
け

つ
さ
び

ざ
ん
し
よ
う

くり 鳳竹

ｔ ｔ ｔ ｔ ｔ
千本

ｔ ｔ ｔ

-

3.
8 ６ 4３ 117
６

254 34
0 ４1

187

一 一 q
■

■
■

■
■

- _

- 18
.2 ６

10
9 １１２
６

42
5

47
2 120

１８０
- 一 一 １
■
■
■
■
■

- _

3.1
６ 5２ １０８
７

56
7

521 16
0

21
9

- 一

一 - - - -

1.
5 ６ 7３ 9７ ７

56
2

54
7

１６６

1３１

一 一 1
■

■
■

■
■

一 一

一

1.
5 ５ 9４ 4４ ７

55
7 573 17
2

9４
- - - I■

■
■

■
■

一 -

0.2
７ 6５ 4２ ４

50
6

42
4

1５５

4７
一 一 q
■

■
■

■
■

- - -

-

0.
2 ７ 4７ 5３ ４

44
2

41
4

11
7

５1

- - _ 一 一

一

0.
4 ７

１０９ 5９ ４
582 555 205

5３

一 - I■
■

■
■

■

- -

-

0.
4 ５

111 5６ ４
50
3

47
6

20
3

195

- ■
■

■
■

■

- 一

苗
木

スギ ヒ
ノ
キ

マ
ツ

千本 千本 千本 千本

１３．
５９２ 76

4
2,8

10 l８

１７２ 3５ 136
Ｉ

3,4
56 79
9

2,6
35 2２

16
9 3８ 13
0 １

3,1
65 63
0

2,5
15 2０

16
0 3１ 12
8 １

3,5
24 79
6

20
70
8 2０

18
3 40 142
１

3,3
02 705

2,5
92 ５

18
0 3７ 14
3 ０

2,7
01 66
0

2,0
41
０

15
5 3５ 12
0 ０

2０２
８５ 512

1０７
７３
０

１３５ 3０ 10
5 ０

2,3
26 549

1,7
70
７

142 3４ １０８
０

10
90
3

49
7

1,3
75 3１

11
6 3０ 8５ １

木
材
製
品

(出
荷）

千m
３

1,1
61

73
07
87

1,1
34

87
,11

2
1,1

92
79

,43
0

1,1
99

75
,4
93

1,1
97

84
,24

3
919

77
,22

7
84
5

74
,05

2
82
6

70
,70

2
72
6

67
,39

2



5．林業地域の指定市町村一覧表
1999.4.1

… ノ

… ' '

森林：森林整備市町村
振興山村：一部は一部山村、その他は全部山村-８１-

流域等 市 町 村 名 森 林 整 備 振 興 山 村 過 疎 地 域 特 定 農 山 村

紀

北

海

草

那

賀

伊

都

和 歌 山 市
海 南 市
野 上 町
美 里 町
下 津 町

町
町
町
町
町
町

川

出
田
河
賀
山

士心

岩
打
粉
那
貴
桃

市
町
町
町
町
村

口
ぎ
山

本

ら

野

園

野
っ
度

橋
高
か
九
高
花

6１．５．１３
６０．３．１６
５９．２．２７

6０．３．１６
６１．５．１３

６１．５．１３
６０．３．１６

６０．３.１６
６０.３．１６
５９．２．２７
６０．３．１６

部
部

一一
５

３

４

４

46-部

46-部

4４
４１

２

３

２

5．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

5．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．

● Ｃ ● ● ● ● ● 由

2８
。 - ● 巳 ｡ ● ● 。 - ■ 毎 ｡ ｅ ● 。 ● ｡ □ ■ 。 - ． - ． 今 ■ 凸 。 - ■ 今 ● - ■ -

５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

紀

中

有

田

［
ロ
一
口
向

有 田 市
湯 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
清 水 町

市
町
町
町
町
村
村
村
村
町
町

川

坊
良
高
浜
辺
津
山
神
部
南

部

御
由
日
美
川
中
美
龍
南
南
印

6０．３．１６

６０.３.１６
５９．２．２７

6１．１２．２２
６０．３.１６
６０．３．１６
６０.３．１６
６０．３．１６

６０．３．１６

部
部

一一
２

３

４

４

部
刎
如
蝸
部
部

一
-

７

４

５

４

４

４

２

２

２

２

２

５

５

５

５

５

５

９

９

９

９

９

９

2８
２８
２８
２８
２８
２８

５．９．２８-部
５．９．２８

５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

紀

南

西

牟

婁

市
町
町
村
町
町
町
町

路
田
川
み

辺

浜

塔

本

辺
富
置
さ

田
白
中
大
上
日
す
串

市
町
町
町
町
町
町
村

浦

川
川

宮
勝
地
座
宮
山

座
野

智
新
那
太
古
古
熊
本
北

ハ
Ⅲ
Ｕ
《
Ⅲ
Ｕ
ハ
ｕ
Ｕ
〈
ｕ
ソ
ハ
Ⅲ
Ｕ
ｎ
ｕ
Ｕ
ｎ
Ｕ
ｎ
Ⅲ
Ｕ

６

６

５

５

６

５

６

６

３．１６
３．１６
２．２７
５．１８
３．１６
５．１８
３．１６
３．１６

６０．３．１６
６０．３．１６

６０.３.１６
５９‘２．２７
５９．２．２７
５９．２．２７
６０.３.１６

部
部
侶
蛇
部
部
部
部

一
一
一
一
一
一

４

５

５

４

４

６

４

４

４

４

４

４

部
部
部
如
狐
部
妬

一
一
-

６

３

２

１

４

４

４

４

２

２

２

２

２

２

２

２

２

5．９．２８
５．９．２８-部
5．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８

- - - - ■ 口 ｑ - ｡ ｡ ｡ 伊 缶 争 ● ■ ● ■ ｡ ● ■ ● 申 ｡ ｡ ● ← - - ■ 口 色 口 ■ ■ ■ - ■ - - - - ＝ ■ - - - ■ -

5．９．２８
５．９．２８

5．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８
５．９．２８



6．民有林林道延長一覧表(No. 1）
平成10年４月１日 現在

(…〆

､ … ' '

内は２町村以上にまたがる路線数

自 動 車 道 ( A )

路 線 数 延 長

林 道
密 度
m/ha

軽 車 道 ( B )

路線数 延 長

作環

路線融

道 ( C )

延 長

A+B+C
密 度
" h a

林内公道
(D )

延 長

A + D
密 度
m/ha

A+B+C+D
密 度
m/ha

民 有 林
面 狼

hａ

紀

北

海

草

那

賀

伊

都

紀

和歌山市
海 南 市
下 津 町
野 上 町
美 里 町
小 計
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
桃 山 町
貴志川町
岩 出 町
小 計
橋 本 、
かつらぎ ロ
高野口町
九度山町
高 野 町
花 園 村
小 針
北 計

２
４

５
1７(２)
2８（２）
６（４）
1４(３)
３（２）
４（２）

I ( １ )
2８（12）
I０
３
２
４
2１（１）
９（２）

4９（３）
1O５(17)

１,６５０
12,674

8,989
4４ 866
6８ 179
1２ 562
2８ 980
７284
９812

2,550
6１ １８８
3０ 261
１578
６719
６483
4２ 370
2】 1３２
108 543
237 910

0．２８
4．５１

3．７３
６２１
３5２
５6５
６7５
６5６
３8５

1．８６
５1１
４5１
０2９
７1７
Ｉ9８
３9３
４6９
３4３
３7７

1７
３

３

３
３
２
1５
１５
７
３
３
１

2９
7５

2６０１３３
20460

60９９
6,】２
41,71
10,11

3，８５
5，７７
3，５５
1５,１３２
38,422
1９，５２６
6,570
5,737
5,300
1，２００

38,333
118,466

２

２
６
】０

1１

I I
８
5９
４
３
４
７
8５
106

5,420

2,641
4.465
12,.526

9.669

9,669
1３ 317
2７ 790
５ 1２９
４532
1 715
４748

5７ 231
7９ 426

4．７８
7．３１

7.73
７6８
６3２
IO 1９
９0０
10 0４
６1２
８3８
1２ 90
９1３
９40
６5５
1８ 7７
４9８
４ 2０
５7５
６4４
６9１

24,400
42,132
42,500
1４１,１５６
212,072
462 260
３１ 727
2２ 550
1４ 060
40 600
４000
1O 653
１２３ 590
７５ 567
6６ 833
９020

4７ 211
1５２ ４５３
７1 287

422 ３７１
1,008 221

4．４８
19.48
38.25
62.30
35.59
27.39
1９．９１
１２.００
19.23
1９．７８
9．４３
9．６３
１５．４４
15.76
12.47
1６．８０
16.39
1８．０８
20.52
16.75
19.77

8．９８
22.28
38.25
66.30
37.05
30.1９
24.46
1４．２６
22.70
22.05
１７．８１
20.67
19.45
20.65
18.73
28.39
19.39
1８．３５
２１.５８
19.77
22.9】

5,811
２８１３
１1１１
２４１０
７220
1９ 365
２２２４
４293
Ｉ110
２548
424

１,３７１
11,970
6０７１４
5,488
937

3,276
1０ 773
４503
3】 691
6３ 026

紀

中

有

田

日

高

紀

有 田 市
湯 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
楠 水 町
小 計
御 坊 市
美 浜 町
日 高 町
由 良 町
川 辺 町
中 津 村
美 山 村
館 神 村
南部川村
南 郎 町
印 南 町
小 針
中 計

Ｉ
４(１)

５（１）
2６（３）
3６（５）

１３（２）
1９(４)
3４（５）
3６（５）
I I (２ )

１４(3)
127(21)
１６３(26)

570
4０１２９

9.267
920304

1060270

22,962
36,321
76,707
108p728
1６０４０２

18,843
279,963
386,233

0．７５
0．８５

１．１１
5．７４
3..35

4．３４
４6６
５2４
４7８
２3４

2．４１
３8１
３6７

７

５
９
2１

６
５
４

６
４
2I
４６
6７

6,712

5,328
6,862
1８,９０２

9,067
5,860
6,560

8,400
６766

2７ 467
6４ 1２０
8３ 022

3９

1７
４１
9７

１
】７
3４
7１
８

７
1３８
235

32,990

21,799
64,0041
１１８,７９３

１８０
17,504
52,339
73,448
8,569

5.209
157,249
276,042

0．７５
8．９７

4．３７
10.15
7．６９

6．０９
７6６
９ 2６
８Ol
４7６
６1２
６5８
６8２
７0８

2２
2９
4４
3４
１７２
200
503
5７
2２
5８
108
9８
107
229
209
271
1０２
１１１

10377
1,880

292
527
2１１
635
247
198
1IO
974
３７１
166
705
1３７
120
175
782
987
６２４
1７５
２１６
326

33.78
39.39
9．８９
34.02
21.78
１８．１９
19.20
35.74
37.29
19.51
57.61
22.89
18.41
20.89
１４．００
4１．１４
92.87
16.62
22.55
2１．５４

33.78
39.39
1８．０２
34.02
25.03
22.60
23.54
35.74
37.29
19.51
57.6】
24.64
２１．４１
24.91
17.23
43.56
99.00
20.79
25.56
24.95

660
764

4,886
1,018
8,334
16.077
31,739
1,622
600

2.981
1,887
5.29】
7,792
14,644
22,743
7,010
1｡１０５
7,825

73,500
105,239

紀

南

西

牟

糞

東

牟

婁

紀

田 辺 市
白 浜 町
中辺路町
大 塔 村
上富田町
日匝川町
すさみ町
串 本 町
小 計
新 宮 市
朋智勝浦町
太 地 町
古 座 町
古座川町
熊野川町
本 宮 町
北 山 村
小 計
南 計

７
７
3７（５）
4１（５）
７
1４（３）
3５（３）
1０（２）
158(18)
７（１）
1７(２)

７（１）
2９（５）
1６(５)
2２（７）
４

102(２１)
260（39）

100207
1９0９２０
91,279
126,777
6,325

4４０８７７
69,140
25.140
3930665
8,093
57,168

17,254
9４ 046
81 842
6３ 986
６660

329 049
722 714

１3５
４7８
４9８
６4２
１7４
３7４
４ 5７
３4８
４4８
１4３
３6１

4．６０
３4３
５1９
４1５
１6０
３7３
４ 1０

６
３

２
４
1４
５
3４

５
1３

1８
5２

1７ 349
５337

１，９５０
５383
1５ 786
９053
5４ 858

5,777
22,129

27,906
82,764

６

4６
2２
１
２1
1８
1２
126

】０

２
5２
1５
1７

9６
222

4,635

53,905
1７ 545
１035

2８ 439
1１ 287
6,465

123,311

7.975

1,１８０
500861
12,268
1４,０８３

８６０３６７
209｡678

４ 2６
６0７
７9１
７3１
２5５
６5６
６3６
５6３
６511
Ｉ4３
４ l l

6．４５
６1０
５9７
５0７
１60
５0２
５7６

235
9５

255
１４３
１２９
1８１
210
7７

1,329
3７
7８
４
7０
263
139
1２２
3５

7５１
1,081

796
７１９
352
435
365
894
795
222
578
051
810
438
873
400
233
430
223
458
036

32.58
27.77
１８.９０
１３．６８
37.23
18.90
１８.５１
】4．１８
１９．６３
7．９６
8．５９
１３.２９
23.49
13.05
14.03
12.10
10.04
１２．２４
15.92

35.49
29.05
21.83
14.57
38.05
２１．７２
20.30
16.33
２１．６６
7．９６
9．０９
１３．２９
25.35
15.72
14.81
13.01
10.04
13.53
17.58

7，５５１
4,164
18,345
19,753
3,645
1１,９９９
1５,１２１
7.220
8７,７９８
5,668
15,832

334
3,751
2７ 386
1５ 760
１５ 406
４170
8８ 307
176 105

県 合 計 528（82）
５

1,352
０

７

１

６

５

３

→（ヨ
3．９３

§良県』
194

卜）
284,252 563 565,146 6.39 4,9690583 18.36 20.82 344,370



民有林林道延長一覧表(No.2)
平成10年４月１日現在

竜一 ’

…

198（27）実路緑数４８３（37） (）内は２町村以上にまたがる路線数
-８３-

自 動 車 通 ( A )

路 緯 数 延 長

内 １

路 縄 数

Ｉ 装

延 長

民 有 林
面 積

h a

林 遊
密 度
m/ha

翻装率

％

軽 車 道

路想数 延 長

林 内
道 路
密 度

闘 考

紀

北

海

草

那

賀

伊

都

紀

和歌山市
海 南 市
下 津 町
野 上 町
美 里 町
小 針
打 田 町
粉 河 町
那 賀 町
桃 山 町
貴志川町
岩 出 町
小 計
横 本 市
6,つらぎ町
高野口町
九度山町
高 野 町
花 園 村
小 計
北 計

２
４

５
１７（２）
2８（２）
６（４）
１４（３）
３（２）
４（２）

１（１）
2８（12）
10
３
２
４
２１(１)
９（２）
４９（３）
１０５(17)

1．６５０
12,674

8.989
4４ 866
6８ 1７９
1２ 562
2８ 980
？284
９812

2,550
61 １８８
3０ 261
Ｉ578
６719
６483

4２ 370
2１ 】３２
1０８ 543
237 910

３

３
10(２)
1６(2)

４(１)
２(１)
４（２）

1０(４)
６

２
２
1０(１)

(1)
２ (2)
５ (8)

6０１６１

5,759
29,468
4１,３８８

9.715
4,812
9,769

2４０２９６
１９,６９４

60719
２823
１３ 578
８290

5１ １０４
11６ 788

5,811
2,813
1,１１１
20410
7,２２０
１９，３６５
2,224
4,293
1,110
2,548
424

1,３７１
1１,９７０
6,714
5,488
937

3,276
10,773
4,503

３１,６９１
63,026

0．２８
4．５１

３．７３
６21
３5２
５6５
６7５
６5６
３8５

１．８６
５１１
４ 51
０ 2９
７1７
１9８
３9３
４6９
３4３
３7７

０．０
48.6

64.1
6５ ７
6０ ７
００

3３ ５
6６ 】
9９ ６

0.0
3９ ７
6５ １
0 ０

100 ０
4３ ５
3２ ０
3９ ２
4７ １
4９ １

1７
３

５
６
3１
５

２
３
３
２
1５
1５
７
３
３
Ｉ

2９
7５

26.133
2,460

60992
60１２６
４１,７１１
1０,１１１

3,857
５771
３551
１５ １３２
3８ 422
1９ 526
６570
５737
５300
Ｉ200

38,333
118,466

4．４８
19.48
38.25
62.30
35.59
27.39
１９．９１
12.00
１９.２３
１９．７８
9．４３
9．６３
15.44
１５.７６
１２.４７
１６．８０
１６.３９
18.08
20.52
16.75
19.77

紀

中

有

田

日

高

紀

有 田 市
湯 浅 町
広 川 町
吉 備 町
金 屋 町
涜 水 町
小 計
御 坊 市
美 浜 町
日 高 町
由 良 町
川 辺 町
中 津 村
英 山 村
麓 神 村
南部川村
南 部 町
印 南 町
小 針
中 計

Ｉ
４(1)

５(１）
２６（３）
3６（５）

１３（２）
1９(４)
3４（５）
3６（５）
1l (２)

１４(３)
127(21)
１６３(26)

5７０
4,129

9０２６７
92,304
１０６，２７０

22,962
3６ 321
7６ 707
108 728
1６ 402

１８,８４３
279 963
386 233

(１)

３(１)
８（３）
1３（５）

６（２）
１２(４)
1９(５）
1５(４)
４（２）

３（２）
5９(19)
7２（24）

350
568

4,】1３
2７．１７１
32,202

】２，２５６
１７ 824
4４ 394
3５ ０８９
９057

3,846
122,466
154,668

660
764

4,886
１,０１８
8,334
16,077
３１０７３９
1.622
600

2,981
1,887
5,291
7０７９２
14,644
22,743
70010
1｡１０５
7.825

73,500
1050239

０.７５
0．８５

１．１１
5．７４
3．３５

4．３４
４6６
５2４
４7８
２3４

2．４１
３81
３6７

6１.４
１３.８

44.4
29.4
30.3

53.4
4９ 1
5７ ９
3２ ３
5５ ２

20.4
4３ ７
4０ 0

７

５
９
2１

６
５
４

６
４

21
４６
6７

6,712

50328
6.862
180902

9,067
5,860
6,560

8,400
６766

2？ 467
6４ 1２０
8３ 022

33.78
39.39
9．８９
34.02
21.78
１８．１９
19.20
35.74
37.29
19.51
57.61
22.89
1８．４１
20.89
14.00
4１.１４
92.87
16.62
22.55
21.54

紀

南

西

牟

婁

東

牟

婁

紀

田 辺 市
白 浜 町
中辺路町
大 塔 村
上宜田町
日置川町
すさみ町
串 本 町
小 計
新 宮 市
囲智勝浦町
太 地 町
古 座 町
古座川町
熊野川町
本 宮 町
北 山 村
小 計
南 計

７
７
3７（５）
4１（５）
７
I４(３)
3５（３）
10(２)
158(1８)
７（１）
1７(２)

７(１)
2９（５）
１６(５)
2２（７）
４

10２(21)
260（39）

1０ 207
1９ 920
91 279
1２６ 777
６325
4４ 877
6９ 140
2５ 1４０
393 665
８０９３
5７ 168

１７．２５４
9４ 046
8１ 842
6３ 986
６660

329 049
722 714

２
３
６（２）
２４（４）

５（３）
４（２）
６（２）
5０（13〉
６
５

３(１)
1９(４)
８（３）
９（４）
４
5４（】2）
104（25）

1２７
5０３０４
1６０８９４
61,530

22,735
３787
1３ 970
124 347
４405
2３ 209

6,549
5２ 730
3６ 673
2９ 058
６524

159 1４８
283,495

7,551
4,164
1８０３４５
】９，７５３
3,645
１１,９９９
1５,１２１
7,220
87,798
5.668
15,83

3３
3，７５
2７ 3８
1５ 7６
1５ 4０
４】７
8８ 3０
176 】０５

Ｉ3５
４7８
４9８
６4２
1 7４
３7４
４5７
３4８
４4８
１4３
３6１

4．６０
３4３
５1９
４1５
１60
３7３
４1０

１２
2６ ６
1８ ５
4８ ５
００
5０ ７
５５
5５ ６
3１ ６
5４ ４
40 ６

38.0
5６ １
4４ ８
4５ ４
9８ ０
4８ ４
3９ ２

６
３

２
４
1４
５
3４

５
1３

1８
5２

1７ 349
５337

1,950
５383
1５ 786
９053

5４ 858

5,777
22,129

270906
8２０７６４

32.58
27.77
18.90
１３.６８
37.23
18.90
18.51
14.18
19.63
7．９６
8．５９
１３．２９
23.49
13.05
14.03
１２.１０
１０．０４
１２．２４
】５．９２

県 合 針 528（82）
（ ５

1.352
０

７

１

６

５

３ 228（57）
5,510

560,461
）←奈良県
344,370

分
3．９３ 41.4 194 284,252 18.36



７．林業就業者数の推移

-〉

、ﾐこゐグ

-８４-

林業就業者数の推移（国勢調査結果）

S３５ S４ ０ S４５ S５０ S ５ 0 S６０ ｆ１２ 丑１７
県 計 13.363 6.882 5.956 5.014 4.077 3.019 2.312 2.078

海
草

r 凹 畝 l u I 1 J
海 南市
下津町
野上町
美 町

7８
4１
･７
6８
360
554

6２
1８
４
2７
1９３
304

5８
1０
２

2５
203
298

41
５
１
1４
150
211

6２
６
１
1２
9３
1７４

5８
10
0
８
5７
133

4３
1５
０
５
3４
9７

4２
５
０
２
2０
6９

那

賀 ８
皿

仁

Ⅲ
Ｉ
Ⅲ

、
l１町
曰
脾

と

5４
5０
３
4７
４
1３

1７１

９
2７
３
2８
１
１

６９

３
2８
Ｉ

3７
０
４
7３．

４
20
0
７
０
３
3４

２
９
０
31
０
３

4５

1０
1５
０
８
１
２
3６

３
５
０
９
０
５
2２

６
1１
０
９
２
４
3２

伊

都

橋 市
かつらぎ町

弓
Ｇ
■
０ ロ町
１ n町
’ 町

i村

1２６
1９２
4０
1６２
6４１
246

1.４０７

6３
7７
1４
115
404
1３３
806

5０
5３
1７
7０
287
11５
Ｒ ”

4４
4８
８
6６
２１４
8７

４６７

5６
3１
1２
5９
1７1
7７

406

4６
3１
1４
3７
1２１
50

299

2９
1６
1０
4１
8５
3０

2１１

4３
1３
1２
2９
6９
1８
1８４

紅 北 冒
一

ｔ 2,１３２ 1．１７９ 9６３ i l Z 625 468 330 Z8b

有

田

￥面》弓町”こり
-

面日市
》弓町”こり

-
受町
IT
IT
IT

；町

４
20
166
1８
238

1．２９７
1．７４３

４
８
4６
1３
9５
638
804

７
１
4９
２
5１
526
636

３
１

5２
１
5５
350
462

７
２

4７
３
1８

264
341

５
３
3２
１
2２
176
239

３
1
３１
１
1５
1３２
1８３

５
１

4６
１
８

130
1９１

日

高

驚驚蕊

1２
５
１７
3８
136
422
838

1．１３９
358
2５
1９９

3１2９

1７
４
４
３
4５
1８６
453
488
1６９
1２
6１

１４４２

1２
４
７
３
2４
1２２
395
482
1４５
８
3８

1-２４０

1５
３
３
０
21
7３
327
460
1０５

７

4５
OSQ

2７
２
９
0
4１
8０
232
339
8６
９

4２
867

1７
５
５
４
4７
5３
160
269
8７
l１
3８

6９６

1０
３
４
２
４１０

5１
1２５
2２1
4７
1０
2６

“ ０

1２
３
10
２

3０
6３
7５
2１２
4２
５
９

4６３
中 冒 4.932 Z･Z４6 1.８７６ .５２１ 1.ZU８ 935 723 654

西

牟

婁

田辺市
目’ 白浜町
’中辺樹 『
’ ブ･ 罐

EI 墓 Ｈ

日 g j l
すさみ
串本田
計

608
3４
607
705
154
372
492
1６３

3．１３５

279
1６

402
479
6６
269
234
1５７

1.902

234
９

300
343
5６
1５４
217
9８

1,411

1７７
1２

2９８
237
5３
１６７
1７４
103

1，２２１

1４５
1９
1８４
247
５1

10８
1４１
8８
983

142
21
112
１７３
4６
61
１２６
61
4２

9１
10
7６
1４８
3１
6５
9３
4９
563

1１３
８
6９
163
3２
4６
9７
4０
568

東

牟

婁

新宮市
那智勝浦町
太 地 町
古 座 町

古座川町
熊野川町
本宮町
北山村

計．

319
１３６５

1４
8１
707
407

1.079
1９２

３１６４

193
124
６
3９
249
266
6２１
5７

1-５５５

１９１
1８３
８
3５
415
206
547
1２

１７｛

1９９
1８８
４
3４
4２
1６６
43（
l l

1-５６０

203
163

１
3４
269
1９３
339
5９

１’６１

4５
4９
０
4６
180
105
215
3４

874

100
1０８
３
3５
1９４
7０
1６２
2４

６９６

130
9８
３
3６
9３
6５
1３３
1３

５７１

流 南 計 6.Z9９ 3.457 3．１ Z..151 2．２４４ 1.６１6 ､２５９ 1.１３９



(林研）グループ及び会員数林業８
1999 ４

､ … ノ

､ ＝

番号 グ ル - プ 名 市 町 村 名
会員数（人）

男 女 計
備 考

１ 巽 林 業 研 究 グ ル ー プ 海 南 市 1２ 1２

２ 野上町林業研究グループ 野 上 町 1３ 1３

３ 美 里 町 林 業 研 究 グル ープ 美 里 町 1１ 1１

４ 打 田 町 椎 茸 生 産 組 合 打 田 町 1７ 1 1８

５ 鞆 渕 林 業 研 究 会 粉 河 町 1２ 1２

６ 野 田 原 谷 林 業 研 究 会 桃 山 町 4５ 4５

７ 山 田 ・ 吉 原 林 業 研 究 会 橋 本 市 5９ １ 60

８ 九度山町東部林研グループ 九 度 山 町 1５ 1５

９ 高 野 町 筒 香 林 研 グル ープ
- 吉
I 司 野 町 1８ 1８

1０ 金 屋 町 林 研 究 グ ル ー プ 金 屋 町 1２ 1２

1１ 広 川 町 林 業 研 究 会 広 川 町 1５ 1５

1２ 清 水 町 林 業 研 究 会 清 水 町 ９ ９

1３ 中 津 村 林 業 研 究 会 中 津 村 3６ 3６

1４ 美 山 村 林 業 振 興 会 美 山 村 5１ ４ 5５

1５ 龍 神 林 業 懇 話 会 龍 神 村 2６ 2６

1６ 龍 神 林 業 研 究 会 龍 神 村 2４ 2４

1７ 南 部 川 村 林 業 研 究 会 南 部 川 村 2０ 20

1８ 中 辺 路 町 林 業 研 究 会 中 辺 路 町 2６ 2６

1９ 日 置 川 町 林 業 振 興 会 日 置 川 町 3２ 3２

2０ す さ み 町 林 業 振 興 会 す さ み 町 30 ３ 3３

2１ 青 和 林 業 研 究 会 す さ み 町 ８ ８

2２ 石 橋 林 業 協 同 組 合 す さ み 町 21 2１

2３ 紀 南 高 集 林 研 那 智 勝 浦 町 他 2０ ２ 2３

2４ 那智勝浦町山村地域林研杉の子会 那 智 勝 浦 町 1０ 1０

2５ 熊野川町林業研究クラブ 野 川 町 2３ 2３

2６ 本 宮 林 業 研 究 会 本 宮 町 ６ ６

2７ 南 紀 林 業 研 究 会 古 座 町 他 3１ ３ 3４

2８ 古 座 川 流 域 林 業 研 究 会 古座・古座川町 2１ １ 2２

2９ 女 性 林 研 部 会 県 下 全 域 2４ 2４

計 623 3９ 662 女性会員重複あり



９．山村地域（振興山村）現況一覧表
(NQl)

L型〃

､屯ン

-８６-

一

市町村名 地 域 名 総 面 積
A(ha)

林野面積
B(ha)

林野率
B / A

総 人 口
C (人）

人口密度
C / A 指定年度

田 辺 市
秋 津 川
長 野 4,730 3,972 8４ 2,106 0.45 4４

新 宮 市 高 田 5,996 5,105 8５ 418 0.07 4６
野 上 町 志 賀 野 862 576 6７ 632 0.73 4５

美 里 町

真 国
細 野
国 吉
長 谷 毛 原 6,403 5,554 7６ 1,864 0.29 4３

桃 山 町 細 野 1,000 811 8１ 166 0.17 4６
粉 河 町 鞆 淵 3,061 2,627 8６ 882 0.29 4６

高 野 町
高 野
寓 貴 13,708 13,044 9５ 6,386 0.47 4４

花 園 村 花 園 4,744 4,507 9５ 659 0.14 4１

金 屋 町
垣
倉

石

岩 5,781 4,647 80 2,568 ０.４４ 4２

清 水 町

八 幡
安 諦

五

岩 倉 18,276 17,618 9６ 4,658 0.25 4３

川 辺 町
蘇
生

早
丹 5,598 4,210 7５ 3,582 0.64 4７

中 津 村
船 着
川 中 8,702 7,823 90 2,504 0.29 4１

美 山 村
川 上

寒 川 16,862 15,895 9４ 2,262 0.13 4０

龍 神 村

韻 神
上 山 路
中 山 路
下 山 路 25,513 24,285 9５ 4,642 0.18 4３

南 部 川 村
清 川
高 城 6,423 5,334 8３ 2,413 0.38 4４

印 南 町 真 妻 3,848 3,694 9６ 1,044 0.27 4５

白 浜 町
東 富 田
北 富 田 4,287 2,973 6９ 4,356 1.02 4５



(Nu2)

…

- ノ

(注）山村カード(H8)、７年国勢調査（人I_1)による。

-８７-

市町村名 地 域 名 総 面 積
A(ha)

林野面積
B(ha)

林野率
B / A

総 人 口
C (人）

人口密度
C /A 指定年度

中 辺 路 町
栗 栖 川
二 川
近 野 21,195 19,825 9４ 3,863 0.18 4３

大 塔 村
鮎 川
富 里
三 川 21,906 21,105 9６ 3,285 ０．１５ 4２

上 富 田 町 生 馬 1,944 1,607 8３ 1,611 0.83 4５

日 置 川 町
舞
添

三
川 10,959 10,038 9２ 1,697 0.15 4４

す さ み 町

見
河
本
舞

参
都

周
大
佐
三 15,374 14,440 9４ 5,141 0.33 4４

串 本 町 和 深 3,617 3,121 8６ 1,611 0.45 4６

那智勝浦町
色 川
太 田 12,111 11,367 9４ 2,096 0.17 4３

古 座 町 田 原 2,898 2,464 8５ 1,255 0.43 4２

古 座 川 町

高 池
明 神
三 尾 川
七 川
小 川 29,452 28,251 9６ 3,884 0.13 4０

野 川 町

敷 屋
九 重
玉 置 口
三 津 ノ

小 口 17,547 16,681 9５ 2,144 0.12 4４

本 宮 町
請 川

四

三 里 19,481 18,924 9７ 3,271 0.17 4１
北 山 村 北 山 4,821 4,581 9５ 593 0.12 4５

計 6５ 297,099 275,079 9３ 71,593 0.24
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10．林務関係行政組織図

七識農林水産総合技術ｾﾝﾀｰ
林 業 セ ン タ ー
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業
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興
課

農

林

水

産

部

班
班
班
班

導
林
全

指
造
山
保

理
化
林

管
緑
治
森

拒森林整
備
課

林

務

長

山
村
振
興
課

舗潅欝灘篭-[鱸騨：振 興 班
構 造 改 善 斑
山 村 整 備 班

､奄乙,′

務
務

植 物 公 園
緑花センター

林
業
公
社

総
業

裸
課 公 園 課

森 林 整 備 係
治 山 林 道 係
林業山村振興係

海草振興局農林水産振興部

那賀振興局農林水産振興部 丑林務課一Ｅ
t-L J-E蕊懸伊都振興局農林水産振興部一林務課

","圭
乍東牟婁振興局農林水産振興部一林務繰

振

興

局

-８８-



11．和歌山県林業関係団体一覧表

琴 ノ

､…ノ

-８９-

名 称 代表者名 所 在 地 電 話 番 号

和 歌 山 県 林 業 公 社

和 歌 山 県 森 林 組 合 連 合 会

和歌山県木材協同組合連合会

和歌山県木材利用促進協議会

和 歌 山 県 林 材 振 興 協 議 会

紀 州 材 流 通 促 進 協 議 会

和歌山県山村振興対策協議会

全 国 過 疎 地 域 活 性 化 連 盟
和 歌 山 県 支 部

和 歌 山 県 林 道 協 会

和 歌 山 県 治 山 防 災 協 会

(財）和歌山県緑化推進会

和 歌 山 県 木 炭 協 会

紀 州 備 長 炭 技 術 保 存 会

和歌山県特用林産振興連絡協議会

和歌山県山林穂苗協同組合

和 歌 山 県 公 団 造 林 協 会

和歌山県林業研究グループ
連 絡 協 議 会

林業・木材製造業労働災害
防 止 協 会 和 歌 山 県 支 部

和 歌 山 県 林 業 経 営 協 議 会

グ リ ー ン マ イ ス タ ー ｡
グルーンワーカー連絡協議会

紀 州 林 業 懇 話 会

和歌山県みどりの少年団迎盟

西 口 勇

松 本 健

中 谷 弘

中 谷 弘

西 口 勇

松 本 健

中 山 喜 弘

西 口 勇

西 田 正 弘

部 矢 敏 三

島 本 隆 生

日下善右衛門

〃

”

土 屋 保

松 本 健

真 砂 典 明

中 谷 弘

中 山 喜 弘

寒 川 次 郎

森 民 夫

九 鬼 勝

〒640-8262和歌山市湊通丁北一丁目1-８
県建設会館内

〒6408281和歌山市湊通丁南四丁目18番地

〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内

〒641-0036和歌山市西浜1660木材会館内

〒640̅8585和歌山市小松原通り1-１
県庁林業振興課内

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地
県森連内

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁内町村会事務局

〒640̅8585和歌山市小松原通り１-１
”

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁林業振興課内

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁森林整備課内

〒640̅8585和歌山市小松原通り１-１
〃

〒649-1534日高郡印南町印南2288-5

〒 6 4 9 - 1 5 3 4 〃

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁山村振興課内

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁森林整伽課内

〒640-8281和歌山市湊通丁南四丁目18番地
林業会館内

〒6408585和歌山市小松原通り1-１
県庁林業振興課内

〒641-0036和歌山市西浜1660

〒640-8585和歌山市小松原通り１-１
県庁山村振興課内

〒649.2103西牟婁郡上富田町生馬1504-1
林業センター内

〒644-0001事務局御坊市御坊８５野村義夫方

〒640-8585和歌山市小松原通り1-１
県庁森林整備課内

W34-26-O505

W34-24-4351

0734460592

0734-46-0592

0734-32-4111

0734-24-4351

W34-32-4111

0734-32-4111

Ⅳ34-324111

0734-324111

0734-324111

０７"42-N1７

0738-42-0017

m34-324111

0734-32-4111

〃34-244351

0734-324111

073447-2262

0734-324111

0739-47-2468

073822-0013

0734-32-4111



表紙写真の解説
左上：「木霊する森林守の声」に係る看板設置（和歌山県林研グループ）
右上：「チップ」敷き詰め中辺路いやしの広場(H.11.3)
左下：木のぬくもり施設支援事業により木質内装化された「きび中央保育所」
右下：県産材（圧縮木材及び化粧木材等）のPR用樹名板（本宮町発心門王子跡）

裏表紙写真の解説
上：広域基幹林道政城線で熊野古道等景観に配慮し施工された修景施設

［平成８年度中辺路町施行（平成９年度林道工事コンクール農林水産大臣賞
左：木製治山ダムエ（中辺路町近露逢坂）［熊野古道沿い］
下：担い手育成型林業構造改善事業により建設された地域産物展示販売用施設

「奥熊野古道ほんぐう」（本宮町平成10年度）

(平成９年度林道工事コンクール農林水産大臣賞受賞)］

、甦戸

ミミン

森林・林業および山村の概況
1999年５月

編集・発行 和歌山県腿林水産部林業振興課
〒640-8585和歌山市小松原通１丁目１番地

TELO734-32-4111(大代表）内線(2962)
FAXO734-33-1037

有限会社土屋総合印刷
〒640.8223和歌山市湊北町1-12

TELO734-22-1830WO

印 刷
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参考特定農山村地域の市町村名

和歌山県林業関係団体一覧表

大 地 町

和歌山県山村振興対策協議会
代表者名中山喜弘

和歌山県林業経営協議会
代表者名中山喜弘

太 地 町

代表者名池本功

代 表 者 名 池 本 功




